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こ
の
一
篇
の
文
書
は
、
幸
徳
秋
水
等
二
十
六
名
の
無
政
府
主
義
者
に
關
す
る
特
別
裁
判
の
公
判
進
行
中
、

事
件
の
性
質
及
び
そ
れ
に
對
す
る
自
己
の
見
解
を
辨
明
せ
む
が
た
め
に
、
明
治
四
十
三
年
十
二
月
十
八
日
、

幸
徳
が
そ
の
擔
當
辯
護
人
た
る
磯
部
四
郎
、
花
井
卓
藏
、
今
村
力
三
郎
の
三
氏
に
獄
中
か
ら
寄
せ
た
も
の

で
あ
る
。

　
初
め
か
ら
終
り
ま
で
全
く
秘
密
の
裡
に
審
理
さ
れ
、
さ
う
し
て
遂
に
豫
期
の
如
き
（
豫
期
！
　
然
り
。

帝
國
外
務
省
さ
へ
既
に
判
決
以
前
に
於
て
、
彼
等
の
有
罪
を
豫
斷
し
た
る
言
辭
を
含
む
裁
判
手
續
説
明
書

を
、
在
外
外
交
家
及
び
國
内
外
字
新
聞
社
に
配
布
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
）
判
決
を
下
さ
れ
た
か
の
事
件
　

　
あ
ら
ゆ
る
意
味
に
於
て
重
大
な
る
事
件
　
　
の
眞
相
を
暗
示
す
る
も
の
は
、
今
や
實
に
た
だ
こ
の
零
細

な
る
一
篇
の
陳
辯
書
あ
る
の
み
で
あ
る
。

　
こ
れ
の
最
初
の
寫
し
は
、
彼
が
寒
氣
骨
に
徹
す
る
監
房
に
こ
れ
を
書
い
て
か
ら
十
八
日
目
、
即
ち
彼
に

と
つ
て
獄
中
に
迎
へ
た
最
初
の
新
年
、
さ
う
し
て
そ
の
生
涯
の
最
後
の
新
年
で
あ
つ
た
明
治
四
十
四
年
一

月
四
日
の
夜
、
或
る
便
宜
の
下
に
予
自
ら
ひ
そ
か
に
寫
し
取
つ
て
置
い
た
も
の
で
あ
る
。
予
は
そ
の
夜
の

感
想
を
長
く
忘
れ
る
こ
と
が
出
來
な
い
。
ペ
ン
を
走
ら
せ
て
ゐ
る
と
、
遠
く
何
處
か
ら
か
歌
加
留
多
の
讀

聲
が
聞
え
た
。
そ
れ
を
打
消
す
若
い
女
の
笑
聲
も
聞
え
た
。
さ
う
し
て
そ
れ
は
予
が
こ
れ
を
寫
し
終
つ
た
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後
ま
で
も
ま
だ
聞
え
て
ゐ
た
。
予
は
遂
に
彼
が
嘗
て
　
　
七
年
前
　
　
「
歌
牌
の
娯
樂
」
と
題
す
る
一
文

を
週
刊
平
民
新
聞
の
新
年
號
に
掲
げ
て
あ
つ
た
こ
と
ま
で
も
思
ひ
出
さ
せ
ら
れ
た
。
西
川
光
二
郎
君
　
　

恰
も
そ
の
同
じ
新
年
號
の
而
も
同
じ
頁
に
入
社
の
辭
を
書
い
た
　
　
か
ら
借
り
て
來
て
ゐ
た
平
民
新
聞
の

綴
込
を
開
く
と
、
文
章
は
次
の
言
葉
を
以
て
結
ば
れ
て
ゐ
た
。
『
歌
が
る
た
を
樂
し
め
る
少
女
よ
。
我
も

亦
幼
時
甚
だ
之
を
好
み
て
、
兄
に
侍
し
、
姉
に
從
ひ
て
、
食
と
眠
り
を
忘
れ
し
こ
と
屡
々
な
り
き
。
今
や

此
樂
し
み
な
し
。
嗚
呼
、
老
い
け
る
か
な
。
顧
み
て
憮
然
之
を
久
し
く
す
。
』

　
し
か
し
彼
は
老
い
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
然
り
。
彼
は
遂
に
老
い
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

　
文
中
の
句
讀
は
謄
寫
の
際
に
予
の
勝
手
に
施
し
た
も
の
、
又
或
る
數
箇
所
に
於
て
、
一
見
明
白
な
る
書

違
ひ
及
び
假
名
づ
か
ひ
の
誤
謬
は
之
を
正
し
て
置
い
た
。

　
明
治
四
十
四
年
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　H

, I,

　
　
　
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

　
磯
部
先
生
、
花
井
、
今
村
兩
君
足
下
。
私
共
の
事
件
の
爲
め
に
、
澤
山
な
御
用
を
抛
ち
、
貴
重
な
時
間

を
潰
し
、
連
日
御
出
廷
下
さ
る
上
に
、
世
間
か
ら
は
定
め
て
亂
臣
賊
子
の
辯
護
を
す
る
と
て
種
々
の
迫
害

も
來
る
こ
と
で
せ
う
。
諸
君
が
内
外
に
於
け
る
總
て
の
勞
苦
と
損
害
と
迷
惑
と
を
考
へ
れ
ば
、
實
に
御
氣
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の
毒
に
堪
へ
ま
せ
ん
。
夫
れ
に
つ
け
て
も
益
々
諸
君
の
御
侠
情
を
感
銘
し
、
厚
く
御
禮
申
上
げ
ま
す
。

　
扨
て
頃
來
の
公
判
の
摸
樣
に
依
り
ま
す
と
、
「
幸
徳
が
暴
力
革
命
を
起
し
」
云
々
の
言
葉
が
、
此
多
數

の
被
告
を
出
し
た
罪
案
の
骨
子
の
一
と
な
つ
て
ゐ
る
に
も
拘
ら
ず
、
檢
事
調
に
於
て
も
、
豫
審
に
於
て
も
、

我
等
無
政
府
主
義
者
が
革
命
に
對
す
る
見
解
も
、
又
其
運
動
の
性
質
な
ど
も
一
向
明
白
に
な
つ
て
ゐ
な
い

で
、
勝
手
に
臆
測
さ
れ
、
解
釋
さ
れ
、
附
會
さ
れ
て
來
た
爲
め
に
、
餘
程
事
件
の
眞
相
が
誤
ら
れ
は
せ
ぬ

か
と
危
む
の
で
す
。
就
て
は
、
一
通
り
其
等
の
點
に
關
す
る
私
の
考
へ
及
び
事
實
を
御
參
考
に
供
し
て
置

き
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

　
　
　
　
無
政
府
主
義
と
暗
殺

　
無
政
府
主
義
の
革
命
と
い
へ
ば
、
直
ぐ
短
銃
や
爆
彈
で
主
權
者
を
狙
撃
す
る
者
の
如
く
に
解
す
る
者
が

多
い
の
で
す
が
、
夫
は
一
般
に
無
政
府
主
義
の
何
者
た
る
か
が
分
つ
て
ゐ
な
い
爲
め
で
あ
り
ま
す
。
辯
護

士
諸
君
に
は
既
に
承
知
に
な
つ
て
る
如
く
、
同
主
義
の
學
説
は
殆
ど
東
洋
の
老
莊
と
同
樣
の
一
種
の
哲
學

で
、
今
日
の
如
き
權
力
、
武
力
で
強
制
的
に
統
治
す
る
制
度
が
な
く
な
つ
て
、
道
徳
、
仁
愛
を
以
て
結
合

せ
る
、
相
互
扶
助
、
共
同
生
活
の
社
會
を
現
出
す
る
の
が
、
人
類
社
會
必
然
の
大
勢
で
、
吾
人
の
自
由
幸

5



福
を
完
く
す
る
の
に
は
、
此
大
勢
に
從
つ
て
進
歩
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
ふ
に
在
る
の
で
す
。

　
隨
つ
て
無
政
府
主
義
者
が
壓
政
を
憎
み
、
束
縛
を
厭
ひ
、
同
時
に
暴
力
を
排
斥
す
る
の
は
必
然
の
道
理

で
、
世
に
彼
等
程
自
由
、
平
和
を
好
む
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
彼
等
の
泰
斗
と
目
せ
ら
る
る
ク
ロ
ポ
ト
キ

ン
の
如
き
も
、
判
官
は
單
に
無
政
府
主
義
者
か
と
御
問
ひ
に
な
つ
た
の
み
で
、
矢
張
亂
暴
者
と
思
召
し
て

御
出
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
彼
は
露
國
の
伯
爵
で
、
今
年
六
十
九
歳
の
老
人
、
初
め
軍
人
と
な
り
、
後
ち

科
學
を
研
究
し
、
世
界
第
一
流
の
地
質
學
者
で
、
是
ま
で
多
く
の
有
益
な
發
見
を
な
し
、
其
他
哲
學
、
文

學
の
諸
學
通
ぜ
ざ
る
な
し
で
す
。
二
十
餘
年
前
、
佛
國
里
昂
の
勞
働
者
の
爆
彈
騷
ぎ
に
關
係
せ
る
嫌
疑
で

入
獄
し
た
際
、
歐
州
各
國
の
第
一
流
の
學
者
、
文
士
連
署
し
て
佛
國
大
統
領
に
陳
情
し
、
世
界
の
學
術
の

爲
め
に
彼
を
特
赦
せ
ん
こ
と
を
乞
ひ
大
統
領
は
直
ち
に
之
を
許
し
ま
し
た
。
そ
の
連
署
者
に
は
大
英
百
科

全
書
に
執
筆
せ
る
諸
學
者
も
總
て
之
に
加
は
り
、
日
本
で
熟
知
せ
ら
る
る
ス
ペ
ン
サ
ー
、
ユ
ー
ゴ
ー
な
ど

も
特
に
數
行
を
書
添
へ
て
署
名
し
ま
し
た
。
以
て
其
の
學
者
と
し
て
の
地
位
、
名
聲
の
如
何
に
重
き
か
を

知
る
べ
し
で
す
。
そ
し
て
彼
の
人
格
は
極
め
て
高
尚
で
、
性
質
は
極
め
て
温
和
、
親
切
で
、
決
し
て
暴
力

を
喜
ぶ
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
又
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
と
名
を
齊
し
く
し
た
佛
蘭
西
の
故
エ
リ
ゼ
ー
・
ル
ク
リ
ユ
ス
（R

uclus

）
の
如
き
も
、

地
理
學
の
大
學
者
で
、
佛
國
は
彼
が
如
き
大
學
者
を
有
す
る
を
名
譽
と
し
、
市
會
は
彼
を
紀
念
せ
ん
が
爲
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め
に
巴
里
の
一
道
路
に
彼
の
名
を
命
け
た
位
で
す
。
彼
は
殺
生
を
厭
ふ
の
甚
だ
し
き
爲
め
、
全
然
肉
食
を

廢
し
て
菜
食
家
と
な
り
ま
し
た
。
歐
米
無
政
府
主
義
者
の
多
く
は
菜
食
者
で
す
。
禽
獸
を
す
ら
殺
す
に
忍

び
ざ
る
者
、
何
ぞ
人
の
解
す
る
如
く
殺
人
を
喜
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
せ
う
か
。

　
此
等
首
領
と
目
さ
る
る
學
者
の
み
な
ら
ず
、
同
主
義
を
奉
ず
る
勞
働
者
は
、
私
の
見
聞
し
た
處
で
も
、

他
の
一
般
勞
働
者
に
比
す
れ
ば
、
讀
書
も
し
、
品
行
も
よ
し
、
酒
も
煙
草
も
飮
ま
ぬ
も
の
が
多
い
の
で
す
。

彼
等
は
決
し
て
亂
暴
で
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　
成
程
無
政
府
主
義
者
中
か
ら
暗
殺
者
を
出
し
た
の
は
事
實
で
す
。
併
し
夫
れ
は
同
主
義
者
だ
か
ら
必
ず

暗
殺
者
た
る
と
い
ふ
譯
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
暗
殺
者
の
出
る
の
は
獨
り
無
政
府
主
義
者
の
み
で
な
く
、
國

家
社
會
黨
か
ら
も
、
共
和
黨
か
ら
も
、
自
由
民
權
論
者
か
ら
も
、
愛
國
者
か
ら
も
、
勤
王
家
か
ら
も
澤
山

出
て
居
り
ま
す
。
是
ま
で
暗
殺
者
と
い
へ
ば
大
抵
無
政
府
主
義
者
の
や
う
に
誣
ひ
ら
れ
て
、
其
數
も
誇
大

に
吹
聽
さ
れ
て
ゐ
ま
す
。
現
に
露
國
亞
歴
山
二
世
帝
を
弑
し
た
如
き
も
、
無
政
府
黨
の
や
う
に
言
は
れ
ま

す
が
、
ア
レ
は
今
の
政
友
會
の
人
々
と
同
じ
民
權
自
由
論
者
で
あ
つ
た
の
で
す
。
實
際
歴
史
を
調
べ
る
と
、

他
の
諸
黨
派
に
比
し
て
無
政
府
主
義
者
の
暗
殺
が
一
番
僅
少
な
の
で
、
過
去
五
十
年
許
り
の
間
に
全
世
界

を
通
じ
て
十
指
に
も
足
る
ま
い
と
思
ひ
ま
す
。
顧
み
て
彼
の
勤
王
家
、
愛
國
家
を
見
ま
す
れ
ば
、
同
じ
五

十
年
間
に
、
世
界
で
な
く
て
、
我
日
本
の
み
に
し
て
殆
ど
數
十
人
或
は
數
百
人
を
算
す
る
で
は
あ
り
ま
せ
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ん
か
。
單
に
暗
殺
者
を
出
し
た
か
ら
と
て
暗
殺
主
義
な
り
と
言
は
ば
、
勤
王
論
、
愛
國
思
想
ほ
ど
激
烈
な

暗
殺
主
義
は
な
い
筈
で
あ
り
ま
す
。

　
故
に
暗
殺
者
の
出
る
の
は
、
其
主
義
の
如
何
に
關
す
る
者
で
な
く
て
、
其
時
の
特
別
の
事
情
と
、
其
人

の
特
有
の
氣
質
と
が
相
觸
れ
て
、
此
行
爲
に
立
至
る
の
で
す
。
例
へ
ば
、
政
府
が
非
常
な
壓
制
を
や
り
、

其
爲
め
に
多
數
の
同
志
が
言
論
、
集
會
、
出
版
の
權
利
自
由
を
失
へ
る
は
勿
論
、
生
活
の
方
法
す
ら
も
奪

は
る
る
と
か
、
或
は
富
豪
が
横
暴
を
極
め
た
る
結
果
、
哀
民
の
飢
凍
悲
慘
の
状
見
る
に
忍
び
ざ
る
と
か
い

ふ
が
如
き
に
際
し
て
、
而
も
到
底
合
法
平
和
の
手
段
を
以
て
之
に
處
す
る
の
途
な
き
の
時
、
若
し
く
は
途

な
き
が
如
く
感
ず
る
の
時
に
於
て
、
感
情
熱
烈
な
る
青
年
が
暗
殺
や
暴
擧
に
出
る
の
で
す
。
是
彼
等
に
と

つ
て
は
殆
ど
正
當
防
衞
と
も
い
ふ
べ
き
で
す
。
彼
の
勤
王
、
愛
國
の
志
士
が
時
の
有
司
の
國
家
を
誤
ら
ん

と
す
る
を
見
、
又
は
自
己
等
の
運
動
に
對
す
る
迫
害
急
に
し
て
他
に
緩
和
の
法
な
き
の
時
、
憤
慨
の
極
暗

殺
の
手
段
に
出
る
と
同
樣
で
す
。
彼
等
元
よ
り
初
め
か
ら
好
ん
で
暗
殺
を
目
的
と
も
手
段
と
も
す
る
も
の

で
な
く
、
皆
自
己
の
氣
質
と
時
の
事
情
と
に
驅
ら
れ
て
茲
に
至
る
の
で
す
。
そ
し
て
其
歴
史
を
見
れ
ば
、

初
め
に
多
く
暴
力
を
用
う
る
の
は
寧
ろ
時
の
政
府
、
有
司
と
か
、
富
豪
、
貴
族
と
か
で
、
民
間
の
志
士
や

勞
働
者
は
常
に
彼
等
の
暴
力
に
挑
發
さ
れ
、
酷
虐
さ
れ
、
窘
窮
の
餘
已
む
な
く
亦
暴
力
を
以
て
之
に
對
抗

す
る
に
至
る
の
形
迹
が
あ
る
の
で
す
。
米
國
大
統
領
マ
ツ
キ
ン
レ
ー
の
暗
殺
で
も
、
伊
太
利
王
ウ
ン
ベ
ル
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ト
の
で
も
、
又
西
班
牙
王
ア
ル
フ
オ
ン
ソ
に
爆
彈
を
投
じ
た
の
で
も
、
皆
夫
れ
夫
れ
其
時
に
特
別
な
事
情

が
あ
つ
た
の
で
す
が
、
餘
り
長
く
な
る
か
ら
申
し
ま
せ
ん
。

　
要
す
る
に
、
暗
殺
者
は
其
時
の
事
情
と
其
人
の
氣
質
と
相
觸
る
る
状
況
如
何
に
よ
り
て
は
、
如
何
な
る

黨
派
か
ら
で
も
出
る
の
で
す
。
無
政
府
主
義
者
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
否
、
同
主
義
者
は
皆
平
和
、
自
由
を

好
む
が
故
に
、
暗
殺
者
を
出
す
こ
と
は
寧
ろ
極
め
て
少
な
か
つ
た
の
で
す
。
私
は
今
回
の
事
件
を
審
理
さ

る
る
諸
公
が
、
「
無
政
府
主
義
者
は
暗
殺
者
な
り
」
と
の
妄
見
な
か
ら
ん
こ
と
を
希
望
に
堪
へ
ま
せ
ぬ
。

　
　
　
　
革
命
の
性
質

　
爆
彈
で
主
權
者
を
狙
撃
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
無
政
府
的
革
命
は
ド
ウ
す
る
の
だ
と
い
ふ
問
題
が
生
ず

る
。
革
命
の
熟
語
は
支
那
の
文
字
で
、
支
那
は
甲
姓
の
天
子
が
天
命
を
受
け
て
乙
姓
の
天
子
に
代
る
を
革

命
と
い
ふ
の
だ
か
ら
、
主
に
主
權
者
と
か
、
天
子
と
か
の
更
迭
を
い
ふ
の
で
せ
う
が
、
私
共
の
革
命
は
レ

ウ
オ
ル
ー
シ
ヨ
ン
の
譯
語
で
、
主
權
者
の
變
更
如
何
に
は
頓
着
な
く
、
政
治
組
織
、
社
會
組
織
が
根
本
に

變
革
さ
れ
ね
ば
革
命
と
は
申
し
ま
せ
ん
。
足
利
が
織
田
に
な
ら
う
が
、
豐
臣
が
徳
川
に
な
ら
う
が
、
同
じ

武
斷
封
建
の
世
な
ら
ば
革
命
と
は
申
し
ま
せ
ん
。
王
政
維
新
は
天
子
は
依
然
た
る
も
革
命
で
す
。
夫
れ
も
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天
子
及
び
薩
長
氏
が
徳
川
氏
に
代
つ
た
が
爲
め
に
革
命
と
い
ふ
の
で
は
な
く
、
舊
來
凡
百
の
制
度
、
組
織

が
根
底
か
ら
一
變
せ
ら
れ
た
か
ら
革
命
と
い
ふ
の
で
す
。
一
千
年
前
の
大
化
の
新
政
の
如
き
も
、
矢
張
り

天
皇
は
依
然
た
る
も
、
又
人
民
の
手
で
な
く
天
皇
の
手
に
依
つ
て
成
さ
れ
て
も
、
殆
ど
革
命
に
近
か
つ
た

と
思
ひ
ま
す
。
即
ち
私
共
が
革
命
と
い
ふ
の
は
、
甲
の
主
權
者
が
乙
の
主
權
者
に
代
る
と
か
、
丙
の
有
力

な
個
人
若
し
く
は
黨
派
が
丁
の
個
人
若
し
く
は
黨
派
に
代
つ
て
政
權
を
握
る
と
い
ふ
の
で
な
く
、
舊
來
の

制
度
、
組
織
が
朽
廢
衰
弊
の
極
崩
壞
し
去
つ
て
、
新
た
な
社
會
組
織
が
起
り
來
る
の
作
用
を
言
ふ
の
で
、

社
會
進
化
の
過
程
の
大
段
落
を
表
示
す
る
言
葉
で
す
。
故
に
嚴
正
な
意
味
に
於
て
は
、
革
命
は
自
然
に
起

り
來
る
者
で
、
一
個
人
や
一
黨
派
で
起
し
得
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
維
新
の
革
命
に
致
し
て
も
、
木
戸
や
西
郷
や
大
久
保
が
起
し
た
の
で
は
な
く
、
徳
川
氏
初
年
に
定
め
た

封
建
の
組
織
、
階
級
の
制
度
が
三
百
年
間
の
人
文
の
進
歩
、
社
會
の
發
達
に
伴
は
な
く
て
、
各
方
面
に
朽

廢
を
見
、
破
綻
を
生
じ
、
自
然
に
傾
覆
す
る
に
至
つ
た
の
で
す
。
此
舊
制
度
、
舊
組
織
の
傾
覆
の
氣
運
が

熟
し
な
け
れ
ば
、
百
の
木
戸
、
大
久
保
、
西
郷
で
も
ド
ウ
す
る
こ
と
も
出
來
ま
せ
ん
。
彼
等
を
し
て
今
二

十
年
早
く
生
れ
し
め
た
な
ら
ば
、
矢
張
り
吉
田
松
陰
な
ど
と
一
處
に
馘
ら
れ
る
か
、
何
事
も
な
し
得
ず
に

埋
木
に
な
つ
て
了
つ
た
で
せ
う
。
彼
等
幸
ひ
に
其
時
に
生
れ
て
其
事
に
與
り
、
其
勢
ひ
に
乘
じ
た
の
み
で
、

決
し
て
彼
等
が
起
し
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
革
命
の
成
る
の
は
何
時
で
も
水
到
渠
成
る
の
で
す
。
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故
に
革
命
を
ド
ウ
し
て
起
す
か
、
ド
ウ
し
て
行
ふ
か
な
ど
と
い
ふ
こ
と
は
、
到
底
豫
め
計
畫
し
得
べ
き

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
維
新
の
革
命
で
も
形
勢
は
時
々
刻
々
に
變
じ
て
、
何
人
も
端
睨
、
揣
摩
し
得
る

者
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
政
返
上
の
建
白
で
平
和
に
政
權
が
引
渡
さ
れ
た
か
と
思
ふ
と
、
伏
見
、
鳥

羽
の
戰
爭
が
始
ま
る
。
サ
ア
開
戰
だ
か
ら
江
戸
が
大
修
羅
場
に
な
る
か
と
思
へ
ば
、
勝
と
西
郷
と
で
此
危

機
を
ソ
ツ
と
コ
ハ
し
て
仕
ま
つ
た
。
先
づ
無
事
に
行
つ
た
か
と
思
ふ
と
、
又
彰
義
隊
の
反
抗
、
奧
羽
の
戰

爭
が
あ
る
と
い
ふ
風
で
あ
る
。
江
戸
の
引
渡
し
で
す
ら
も
、
勝
、
西
郷
の
如
き
人
物
が
双
方
へ
一
時
に
出

た
か
ら
良
か
つ
た
も
の
の
、
此
千
載
稀
れ
な
遇
合
が
無
か
つ
た
ら
、
ド
ン
な
大
亂
に
陷
つ
て
ゐ
た
か
も
知

れ
ぬ
。
是
れ
到
底
人
間
の
豫
知
す
可
か
ら
ざ
る
所
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
か
。
左
す
れ
ば
識
者
、
先
覺
者
の

豫
知
し
得
る
は
、
來
る
べ
き
革
命
が
平
和
か
、
戰
爭
か
、
如
何
に
し
て
成
る
か
の
問
題
で
は
な
く
し
て
、

唯
だ
現
時
の
制
度
、
組
織
が
、
社
會
、
人
文
の
進
歩
、
發
達
に
伴
は
な
く
な
る
こ
と
、
其
傾
覆
と
新
組
織

の
發
生
は
不
可
抗
の
勢
ひ
な
る
こ
と
、
封
建
の
制
が
ダ
メ
に
な
れ
ば
、
其
次
に
は
之
と
反
對
の
郡
縣
制
に

な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
、
專
制
の
次
に
は
立
憲
自
由
制
に
な
る
の
が
自
然
な
る
こ
と
等
で
、
此
理
を
推
し

て
、
私
共
は
、
個
人
競
爭
、
財
産
私
有
の
今
日
の
制
度
が
朽
廢
し
去
つ
た
後
は
、
共
産
制
が
之
に
代
り
、

近
代
的
國
家
の
壓
制
は
無
政
府
的
自
由
制
を
以
て
掃
蕩
せ
ら
る
る
も
の
と
信
じ
、
此
革
命
を
期
待
す
る
の

で
す
。
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無
政
府
主
義
者
の
革
命
成
る
の
時
、
皇
室
を
ド
ウ
す
る
か
と
の
問
題
が
先
日
も
出
ま
し
た
が
、
夫
れ
も

我
々
が
指
揮
、
命
令
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
ま
せ
ん
。
皇
室
自
ら
決
す
べ
き
問
題
で
す
。
前
に
も
申
す
如
く
、

無
政
府
主
義
者
は
武
力
、
權
力
に
強
制
さ
れ
な
い
萬
人
自
由
の
社
會
の
實
現
を
望
む
の
で
す
。
其
社
會
成

る
の
時
、
何
人
が
皇
帝
を
ド
ウ
す
る
と
い
ふ
權
力
を
持
ち
、
命
令
を
下
し
得
る
も
の
が
あ
り
ま
せ
う
。
他

人
の
自
由
を
害
せ
ざ
る
限
り
、
皇
室
は
自
由
に
、
勝
手
に
其
尊
榮
、
幸
福
を
保
つ
の
途
に
出
で
得
る
の
で
、

何
等
の
束
縛
を
受
く
べ
き
筈
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
斯
く
て
我
々
は
、
此
革
命
が
如
何
な
る
事
情
の
下
に
、
如
何
な
る
風
に
成
し
遂
げ
ら
れ
る
か
は
分
り
ま

せ
ん
が
、
兎
に
角
萬
人
の
自
由
、
平
和
の
爲
め
に
革
命
に
參
加
す
る
者
は
、
出
來
得
る
限
り
暴
力
を
伴
は

な
い
や
う
に
、
多
く
犧
牲
を
出
さ
ぬ
や
う
に
努
む
べ
き
だ
と
考
へ
ま
す
。
古
來
の
大
變
革
の
際
に
多
少
の

暴
力
を
伴
ひ
、
多
少
の
犧
牲
を
出
さ
ぬ
は
な
い
や
う
で
す
が
、
併
し
斯
か
る
衝
突
は
常
に
大
勢
に
逆
抗
す

る
保
守
、
頑
固
の
徒
か
ら
企
て
ら
れ
る
の
は
事
實
で
す
。
今
日
で
す
ら
人
民
の
自
由
、
平
和
を
願
ふ
と
稱

せ
ら
れ
て
ゐ
る
皇
室
が
、
其
時
に
於
て
斯
か
る
保
守
、
頑
固
の
徒
と
共
に
大
勢
に
抗
し
、
暴
力
を
用
ゐ
ら

る
る
で
せ
う
か
。
今
日
に
於
て
之
を
想
像
す
る
の
は
、
寛
政
頃
に
元
治
、
慶
應
の
事
情
を
想
像
す
る
如
く
、

到
底
不
可
能
の
こ
と
で
す
。
唯
だ
私
は
、
無
政
府
主
義
の
革
命
と
は
直
ち
に
主
權
者
の
狙
撃
、
暗
殺
を
目

的
と
す
る
者
な
り
と
の
誤
解
な
か
ら
ん
こ
と
を
望
む
の
み
で
す
。
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所
謂
革
命
運
動

　
革
命
が
水
到
渠
成
る
や
う
に
自
然
の
勢
ひ
な
れ
ば
、
革
命
運
動
の
必
要
は
あ
る
ま
い
、
然
る
に
現
に
革

命
運
動
が
あ
る
。
其
革
命
運
動
は
即
ち
革
命
を
起
し
て
爆
彈
を
投
ぜ
ん
と
す
る
も
の
で
は
な
い
か
、
と
い

ふ
誤
解
が
あ
る
や
う
で
す
。

　
無
政
府
主
義
者
が
一
般
に
革
命
運
動
と
稱
し
て
ゐ
る
の
は
、
直
ぐ
革
命
を
起
す
こ
と
で
も
な
く
、
暗
殺
、

暴
動
を
や
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
誰
だ
來
ら
ん
と
す
る
革
命
に
參
加
し
て
應
分
の
力
を
致
す
べ
き
思

想
、
智
識
を
養
成
し
、
能
力
を
訓
練
す
る
總
て
の
運
動
を
稱
す
る
の
で
す
。
新
聞
、
雜
誌
の
發
行
も
、
書

籍
、
册
子
の
著
述
、
頒
布
も
、
演
説
も
、
集
會
も
皆
此
時
勢
の
推
移
し
、
社
會
の
進
化
す
る
所
以
の
來
由

と
歸
趨
と
を
説
明
し
、
之
に
關
す
る
智
識
を
養
成
す
る
の
で
す
。
そ
し
て
勞
働
組
合
を
設
け
て
諸
種
の
協

同
の
事
業
を
營
む
が
如
き
も
、
亦
革
命
の
新
生
活
を
爲
し
得
べ
き
能
力
を
訓
練
し
置
く
に
利
益
が
あ
る
の

で
す
。
併
し
日
本
從
來
の
勞
働
組
合
運
動
な
る
も
の
は
、
單
に
眼
前
勞
働
者
階
級
の
利
益
増
進
と
い
ふ
の

み
で
、
遠
き
將
來
の
革
命
に
對
す
る
思
想
よ
り
せ
る
者
は
な
か
つ
た
の
で
す
。
無
政
府
主
義
者
も
日
本
に

於
て
は
未
だ
勞
働
組
合
に
手
を
つ
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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故
に
今
一
個
の
青
年
が
、
平
生
革
命
を
主
張
し
た
と
か
、
革
命
運
動
を
な
し
た
と
い
つ
て
も
、
直
ち
に

天
皇
暗
殺
若
し
く
は
暴
擧
の
目
的
を
以
て
運
動
せ
り
と
解
し
て
之
を
責
め
る
の
は
殘
酷
な
難
題
で
す
。
私

共
の
仲
間
で
は
、
無
政
府
主
義
の
學
説
を
講
ず
る
の
で
も
、
又
此
主
義
の
新
聞
や
引
札
を
配
布
し
て
ゐ
る

の
で
も
、
之
を
稱
し
て
革
命
運
動
を
や
つ
て
る
な
ど
と
い
ふ
の
は
普
通
の
こ
と
で
す
。
併
し
之
は
革
命
を

起
す
と
い
ふ
こ
と
と
は
違
ひ
ま
す
。

　
革
命
が
自
然
に
來
る
の
な
ら
、
運
動
は
無
用
の
樣
で
す
が
、
決
し
て
さ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
若
し
舊

制
度
、
舊
組
織
が
衰
朽
の
極
に
達
し
、
社
會
が
自
然
に
崩
壞
す
る
時
、
如
何
な
る
新
制
度
、
新
組
織
が
之

に
代
る
の
が
自
然
の
大
勢
で
あ
る
か
に
關
し
て
、
何
等
の
思
想
も
智
識
も
な
く
、
之
に
參
加
す
る
能
力
の

訓
練
も
な
か
つ
た
日
に
は
、
其
社
會
は
革
命
の
新
し
い
芽
を
吹
く
こ
と
な
く
し
て
、
舊
制
度
と
共
に
枯
死

し
て
了
ふ
の
で
す
。
之
に
反
し
て
智
識
と
能
力
の
準
備
が
あ
れ
ば
、
元
木
の
枯
れ
た
一
方
か
ら
新
た
な
る

芽
が
出
る
の
で
す
。
羅
馬
帝
國
の
社
會
は
、
其
腐
敗
に
任
せ
て
何
等
の
新
主
義
、
新
運
動
の
な
か
つ
た
爲

め
に
滅
亡
し
ま
し
た
。
佛
蘭
西
は
ブ
ル
ボ
ン
王
朝
の
末
年
の
腐
敗
が
ア
レ
程
に
な
り
な
が
ら
、
一
面
ル
ー

ソ
ー
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
等
の
思
想
が
新
生
活
の
準
備
を
し
た
爲
め
に
、
滅
亡
と
な
ら

ず
し
て
革
命
と
な
り
、
更
に
新
し
き
佛
蘭
西
が
生
れ
出
た
。
日
本
維
新
の
革
命
に
對
し
て
も
其
以
前
か
ら

準
備
が
あ
つ
た
。
即
ち
勤
王
思
想
の
傳
播
で
す
。
水
戸
の
大
日
本
史
で
も
、
山
陽
の
外
史
、
政
記
で
も
、
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本
居
、
平
田
の
國
學
も
、
高
山
彦
九
郎
の
遊
説
も
そ
れ
で
あ
り
ま
す
。
彼
等
は
徳
川
氏
の
政
權
掌
握
て
ふ

こ
と
が
漸
次
日
本
國
民
の
生
活
に
適
し
な
く
な
つ
た
こ
と
を
直
覺
し
、
寧
ろ
直
感
し
た
。
彼
等
は
或
は
自

覺
せ
ず
、
或
は
朧
氣
に
自
覺
し
て
革
命
の
準
備
を
爲
し
た
の
で
す
。
徳
川
家
瓦
解
の
時
は
、
王
政
復
古
に

當
つ
て
マ
ゴ
つ
か
な
い
丈
け
の
思
想
、
智
識
が
既
に
養
成
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
斯
く
て
滅
亡
と
な
ら
ず
し
て

立
派
な
革
命
は
成
就
せ
ら
れ
た
。
若
し
是
等
の
革
命
運
動
が
其
準
備
を
し
て
ゐ
な
か
つ
た
な
ら
、
當
時
外

人
渡
來
て
ふ
境
遇
の
大
變
に
會
つ
て
、
危
い
哉
、
日
本
は
或
は
今
日
の
朝
鮮
の
運
命
を
見
た
か
も
知
れ
ま

せ
ぬ
。
朝
鮮
の
社
會
が
遂
に
獨
立
を
失
つ
た
の
は
、
永
く
其
腐
敗
に
任
せ
、
衰
朽
に
任
せ
て
、
自
ら
振
作

し
、
刷
新
し
て
、
新
社
會
、
新
生
活
に
入
る
能
力
、
思
想
の
な
か
つ
た
爲
め
で
あ
る
と
思
ひ
ま
す
。

　
人
間
が
活
物
、
社
會
が
活
物
で
、
常
に
變
動
進
歩
し
て
已
ま
ざ
る
以
上
、
萬
古
不
易
の
制
度
、
組
織
は

あ
る
べ
き
筈
が
な
い
。
必
ず
時
と
共
に
進
歩
、
改
新
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
其
進
歩
、
改
進
の
小
段
落
が

改
良
或
は
改
革
で
、
大
段
落
が
革
命
と
名
づ
け
ら
れ
る
の
で
、
我
々
は
此
社
會
の
枯
死
、
衰
亡
を
防
ぐ
爲

め
に
は
、
常
に
新
主
義
、
新
思
想
を
鼓
吹
す
る
こ
と
、
即
ち
革
命
運
動
の
必
要
が
あ
る
と
信
ず
る
の
で
す
。

　
　
　
　
直
接
行
動
の
意
義
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私
は
ま
た
今
回
の
檢
事
局
及
び
豫
審
廷
の
調
べ
に
於
て
、
直
接
行
動
て
ふ
こ
と
が
、
矢
張
暴
力
革
命
と

か
、
爆
彈
を
用
う
る
暴
擧
と
か
い
ふ
こ
と
と
殆
ど
同
義
に
解
せ
ら
れ
て
ゐ
る
觀
が
あ
る
の
に
驚
き
ま
し
た
。

　
直
接
行
動
は
英
語
の
ヂ
レ
ク
ト
・
ア
ク
シ
ヨ
ン
を
譯
し
た
の
で
、
歐
米
で
一
般
に
勞
働
運
動
に
用
う
る

言
葉
で
す
。
勞
働
組
合
の
職
工
の
中
に
は
無
政
府
黨
も
あ
り
、
社
會
黨
も
あ
り
、
忠
君
愛
國
論
者
も
あ
る

の
で
、
別
に
無
政
府
主
義
者
の
專
有
の
言
葉
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
其
意
味
す
る
所
は
、
勞
働
組
合

全
體
の
利
益
を
増
進
す
る
の
に
は
、
議
會
に
御
頼
み
申
し
て
も
埒
が
明
か
ぬ
、
勞
働
者
の
こ
と
は
勞
働
者

自
身
に
運
動
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
議
員
を
介
す
る
間
接
運
動
で
な
く
し
て
勞
働
者
自
身
が
直
接
に
運
動
し
よ

う
、
即
ち
總
代
を
出
さ
な
い
で
自
分
等
で
押
し
出
さ
う
と
い
ふ
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
す
。
今
少
し
具
體
的

に
言
へ
ば
、
工
場
の
設
備
を
完
全
に
す
る
に
も
、
勞
働
時
間
を
制
限
す
る
に
も
、
議
會
に
頼
ん
で
工
場
法

を
拵
へ
て
貰
ふ
運
動
よ
り
も
、
直
接
に
工
場
主
に
談
判
す
る
、
聞
か
な
け
れ
ば
同
盟
罷
工
を
や
る
と
い
ふ

の
で
、
多
く
は
同
盟
罷
工
の
こ
と
に
使
は
れ
て
ゐ
る
や
う
で
す
。
或
は
非
常
の
不
景
氣
、
恐
慌
で
、
餓
孚

途
に
横
は
る
と
い
ふ
や
う
な
時
に
は
、
富
豪
の
家
に
押
入
つ
て
食
品
を
收
用
す
る
も
よ
い
と
論
ず
る
者
も

あ
る
。
收
用
も
亦
直
接
行
動
の
一
と
も
い
へ
ぬ
で
は
な
い
。
又
革
命
の
際
に
於
て
、
議
會
の
決
議
や
法
律

の
協
定
を
待
た
な
く
て
も
、
勞
働
組
合
で
總
て
を
や
つ
て
行
け
ば
よ
い
と
い
ふ
論
者
も
あ
る
。
是
も
直
接

行
動
と
も
言
へ
る
の
で
す
。
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併
し
、
今
日
直
接
行
動
説
を
贊
成
し
た
と
い
つ
て
も
、
總
て
の
直
接
行
動
、
議
會
を
經
ざ
る
何
事
で
も

贊
成
し
た
と
い
ふ
こ
と
は
言
へ
ま
せ
ぬ
。
議
會
を
經
な
い
こ
と
な
ら
、
暴
動
で
も
、
殺
人
で
も
、
泥
棒
で

も
、
詐
僞
で
も
皆
直
接
行
動
で
は
な
い
か
、
と
い
ふ
筆
法
で
論
ぜ
ら
れ
て
は
間
違
ひ
ま
す
。
議
會
は
歐
米

到
る
處
腐
敗
し
て
ゐ
る
。
中
に
は
善
良
な
議
員
が
無
い
で
も
な
い
が
、
少
數
で
其
説
は
行
は
れ
ぬ
。
故
に

議
院
を
ア
テ
に
し
な
い
で
直
接
行
動
を
や
ら
う
と
い
ふ
の
が
、
今
の
勞
働
組
合
の
説
で
す
か
ら
、
や
る
な

ら
直
接
行
動
を
や
る
と
い
ふ
の
で
、
直
接
行
動
な
ら
何
で
も
や
る
と
い
ふ
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
じ
く

議
會
を
見
限
つ
て
直
接
行
動
を
贊
す
る
人
で
も
、
甲
は
小
作
人
同
盟
で
小
作
料
を
値
切
る
こ
と
の
み
や
り
、

乙
は
職
工
の
同
盟
罷
工
の
み
を
賛
す
る
と
い
ふ
樣
に
、
其
人
と
其
場
合
と
に
よ
り
て
目
的
、
手
段
、
方
法

を
異
に
す
る
の
で
す
。
故
に
直
接
行
動
を
直
ち
に
暴
力
革
命
な
り
と
解
し
、
直
接
行
動
論
者
た
り
し
と
い

ふ
こ
と
を
今
回
の
事
件
の
有
力
な
一
原
因
に
加
へ
る
の
は
、
理
由
な
き
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
歐
州
と
日
本
の
政
策

　
今
回
の
事
件
の
眞
相
と
其
動
機
と
が
何
處
に
在
る
か
は
姑
く
措
き
、
以
上
述
ぶ
る
が
如
く
、
無
政
府
主

義
者
は
決
し
て
暴
力
を
好
む
者
で
な
く
、
無
政
府
主
義
の
傳
道
は
暴
力
の
傳
道
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
歐
米
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で
も
同
主
義
に
對
し
て
は
甚
だ
し
き
誤
解
を
抱
い
て
ゐ
ま
す
。
或
は
知
つ
て
故
ら
に
曲
解
し
、
讒
誣
、
中

傷
し
て
ゐ
ま
す
が
、
併
し
日
本
や
露
國
の
や
う
に
亂
暴
な
迫
害
を
加
へ
、
同
主
義
者
の
自
由
、
權
利
を
總

て
剥
奪
、
蹂
※
し
て
、
其
生
活
の
自
由
ま
で
奪
ふ
や
う
な
こ
と
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。
歐
州
の
各
文
明
國

で
は
無
政
府
主
義
の
新
聞
、
雜
誌
は
自
由
に
發
行
さ
れ
、
其
集
會
は
自
由
に
催
さ
れ
て
ゐ
ま
す
。
佛
國
な

ど
に
は
同
主
義
の
週
刊
新
聞
が
七
八
種
も
あ
り
、
英
國
の
如
き
君
主
國
、
日
本
の
同
盟
國
で
も
、
英
文
や

露
文
や
猶
太
語
の
が
發
行
さ
れ
て
ゐ
ま
す
。
そ
し
て
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
は
倫
敦
に
ゐ
て
自
由
に
其
著
述
を
公

に
し
、
現
に
昨
年
出
し
た
「
露
國
の
慘
状
」
の
一
書
は
、
英
國
議
會
の
「
露
國
事
件
調
査
委
員
會
」
か
ら

出
版
い
た
し
ま
し
た
。
私
の
譯
し
た
「
麺
麭
の
略
取
」
の
如
き
も
、
佛
語
の
原
書
で
、
英
、
獨
、
露
、
伊
、

西
等
の
諸
國
語
に
飜
譯
さ
れ
、
世
界
的
名
著
と
し
て
重
ん
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
、
之
を
亂
暴
に
禁
止
し
た

の
は
、
文
明
國
中
日
本
と
露
國
の
み
な
の
で
す
。

　
成
程
、
無
政
府
主
義
は
危
險
だ
か
ら
、
同
盟
し
て
鎭
壓
し
よ
う
と
い
ふ
こ
と
を
申
出
し
た
國
も
あ
り
、

日
本
に
も
其
交
渉
が
あ
つ
た
か
の
や
う
に
聞
き
ま
し
た
。
が
、
併
し
、
此
提
議
を
す
る
の
は
、
大
概
獨
逸

と
か
、
伊
太
利
と
か
、
西
班
牙
と
か
で
、
先
づ
亂
暴
な
迫
害
を
無
政
府
主
義
者
に
加
へ
、
彼
等
の
中
に
激

昂
の
極
多
少
の
亂
暴
す
る
者
あ
る
や
、
直
ち
に
之
を
口
實
と
し
て
鎭
壓
策
を
講
ず
る
の
で
す
。
そ
し
て
此

列
國
同
盟
の
鎭
壓
條
約
は
、
屡
々
提
議
さ
れ
ま
し
た
が
、
曾
て
成
立
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
く
ら
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腐
敗
し
た
世
の
中
で
も
、
兎
に
角
文
明
の
皮
を
被
つ
て
る
以
上
、
さ
う
人
間
の
思
想
の
自
由
を
蹂
※
す
る

こ
と
は
出
來
な
い
筈
で
す
。
特
に
申
し
ま
す
が
、
日
本
の
同
盟
國
た
る
英
國
は
何
時
も
此
提
議
に
反
對
す

る
の
で
す
。

　
　
　
　
一
揆
暴
動
と
革
命

　
單
に
主
權
者
を
更
迭
す
る
こ
と
を
革
命
と
名
づ
く
る
東
洋
流
の
思
想
か
ら
推
し
て
、
強
大
な
る
武
力
、

兵
力
さ
へ
あ
れ
ば
何
時
で
も
革
命
を
起
し
、
若
し
く
は
成
し
得
る
や
う
に
考
へ
、
革
命
家
の
一
揆
暴
動
な

れ
ば
總
て
暴
力
革
命
と
名
づ
く
べ
き
も
の
な
り
と
極
め
て
了
つ
て
、
今
回
の
「
暴
力
革
命
」
て
ふ
語
が
出

來
た
の
で
は
な
い
か
と
察
せ
ら
れ
ま
す
。
併
し
私
共
の
用
う
る
革
命
て
ふ
語
の
意
義
は
前
申
上
ぐ
る
通
り

で
、
又
一
揆
暴
動
は
文
字
の
如
く
一
揆
暴
動
で
、
此
點
は
區
別
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
が
大
石
、

松
尾
な
ど
に
話
し
た
意
見
（
是
が
計
畫
と
い
ふ
も
の
に
な
る
か
、
陰
謀
と
い
ふ
も
の
に
な
る
か
は
、
法
律

家
的
な
ら
ぬ
私
に
は
分
り
ま
せ
ん
が
）
に
は
、
曾
て
暴
力
革
命
て
ふ
語
を
用
ゐ
た
こ
と
は
な
い
の
で
、
是

は
全
く
檢
事
局
或
は
豫
審
廷
で
發
明
せ
ら
れ
た
の
で
す
。

　
大
石
は
豫
審
廷
で
、
「
幸
徳
か
ら
巴
里
コ
ン
ミ
ユ
ン
の
話
を
聞
い
た
」
と
申
立
て
た
と
い
ふ
こ
と
を
、
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豫
審
判
事
か
ら
承
は
り
ま
し
た
。
成
程
私
は
巴
里
コ
ン
ミ
ユ
ン
の
例
を
引
い
た
や
う
で
す
。
磯
部
先
生
の

如
き
佛
蘭
西
學
者
は
元
よ
り
詳
細
御
承
知
の
如
く
、
巴
里
コ
ン
ミ
ユ
ン
の
亂
は
、
一
千
八
百
七
十
一
年
の

普
佛
戰
爭
媾
和
の
屈
辱
や
、
生
活
の
困
難
や
で
人
心
恟
々
の
時
、
勞
働
者
が
一
揆
を
起
し
て
巴
里
を
占
領

し
、
一
時
市
政
を
自
由
に
し
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
此
時
も
政
府
内
閣
は
ヴ
エ
ル
サ
イ
ユ
に
在
つ
て
、
別

に
顛
覆
さ
れ
た
譯
で
も
な
く
、
唯
だ
巴
里
市
に
コ
ン
ミ
ユ
ン
制
を
一
時
建
て
た
だ
け
な
ん
で
す
。
か
ら
、

一
千
七
百
九
十
五
年
の
大
革
命
や
、
一
千
八
百
四
十
八
年
の
革
命
な
ど
と
同
樣
の
革
命
と
い
ふ
べ
き
で
は

な
く
、
普
通
に
イ
ン
サ
レ
ク
シ
ヨ
ン
即
ち
暴
動
と
か
、
一
揆
と
か
言
は
れ
て
ゐ
ま
す
。
公
判
で
大
石
は
ま

た
佛
蘭
西
革
命
の
話
な
ど
申
立
て
た
や
う
で
す
が
、
夫
れ
は
此
巴
里
コ
ン
ミ
ユ
ン
の
こ
と
だ
ら
う
と
思
ひ

ま
す
。
彼
は
コ
ン
ミ
ユ
ン
の
亂
を
他
の
革
命
の
時
に
あ
つ
た
一
波
瀾
の
や
う
に
思
ひ
違
へ
て
ゐ
る
の
か
、

或
は
單
に
巴
里
コ
ン
ミ
ユ
ン
と
い
ふ
べ
き
を
言
ひ
違
へ
た
の
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
ま
す
。

　
コ
ン
ミ
ユ
ン
の
亂
で
は
コ
ン
ナ
こ
と
を
や
つ
た
が
、
夫
れ
程
の
こ
と
は
出
來
な
い
で
も
、
一
時
で
も
貧

民
に
煖
か
く
着
せ
、
飽
く
ま
で
食
は
せ
た
い
と
い
ふ
の
が
話
の
要
點
で
し
た
。
是
れ
と
て
も
無
論
直
ち
に

是
を
實
行
し
よ
う
と
い
ふ
の
で
は
な
く
、
今
日
の
經
濟
上
の
恐
慌
、
不
景
氣
が
若
し
三
五
年
も
續
い
て
、

餓
孚
途
に
横
は
る
や
う
な
慘
状
を
呈
す
る
や
う
に
な
れ
ば
、
此
暴
動
を
な
し
て
も
彼
等
を
救
ふ
の
必
要
を

生
ず
る
と
い
ふ
こ
と
を
豫
想
し
た
の
で
す
。
是
は
最
後
の
調
書
の
み
で
な
く
、
初
め
か
ら
の
調
書
を
見
て
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下
さ
れ
ば
、
此
意
味
は
十
分
現
れ
て
ゐ
る
と
思
ひ
ま
す
。

　
例
へ
ば
、
天
明
や
天
保
の
や
う
な
困
窮
の
時
に
於
て
、
富
豪
の
物
を
收
用
す
る
の
は
、
政
治
的
迫
害
に

對
し
て
暗
殺
者
を
出
す
が
如
く
、
殆
ど
彼
等
の
正
當
防
衞
で
、
必
至
の
勢
ひ
で
す
。
此
時
に
は
こ
れ
が
將

來
の
革
命
に
利
益
あ
る
や
否
や
な
ど
の
利
害
を
深
く
計
較
し
て
ゐ
る
こ
と
は
出
來
な
い
の
で
す
。
私
は
何

の
必
要
も
な
き
に
平
地
に
波
瀾
を
起
し
、
暴
動
を
敢
て
す
る
こ
と
は
、
財
産
を
破
壞
し
、
人
命
を
損
し
、

多
く
無
益
の
犧
牲
を
出
す
の
み
で
、
革
命
に
利
す
る
處
は
な
い
と
思
ひ
ま
す
。
が
、
政
府
の
迫
害
や
富
豪

の
暴
横
其
極
に
達
し
、
人
民
溝
壑
に
轉
ず
る
時
、
之
を
救
ふ
の
は
將
來
の
革
命
に
利
あ
り
と
考
へ
ま
す
。

左
れ
ば
か
か
る
こ
と
は
利
益
を
考
へ
て
ゐ
て
出
來
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
其
時
の
事
情
と
感
情
と
に

驅
ら
れ
て
我
れ
知
ら
ず
奮
起
す
る
の
で
す
。

　
大
鹽
中
齋
の
暴
動
な
ど
も
左
樣
で
す
。
飢
饉
に
乘
じ
て
富
豪
が
買
占
を
爲
る
、
米
價
は
益
々
騰
貴
す
る
。

是
れ
富
豪
が
間
接
に
多
數
の
殺
人
を
行
つ
て
ゐ
る
も
の
で
す
。
坐
視
す
る
に
忍
び
な
い
こ
と
で
す
。
此
亂

の
爲
め
に
徳
川
氏
の
威
嚴
は
餘
程
傷
け
ら
れ
、
革
命
の
氣
運
が
速
め
ら
れ
た
こ
と
は
史
家
の
論
ず
る
所
な

れ
ど
、
大
鹽
は
そ
こ
ま
で
考
へ
て
ゐ
た
か
否
か
分
り
ま
せ
ん
。
又
「
彼
が
革
命
を
起
せ
り
」
と
い
ふ
こ
と

は
出
來
な
い
の
で
す
。

　
然
る
に
、
連
日
の
御
調
に
依
つ
て
察
す
る
に
、
多
數
被
告
は
皆
「
幸
徳
の
暴
力
革
命
に
與
せ
り
」
と
い
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ふ
こ
と
で
公
判
に
移
さ
れ
た
や
う
で
す
。
私
も
豫
審
廷
に
於
て
幾
回
と
な
く
暴
力
革
命
云
々
の
語
で
訊
問

さ
れ
、
革
命
と
暴
動
と
の
區
別
を
申
立
て
て
文
字
の
訂
正
を
乞
ふ
の
に
非
常
に
骨
が
折
れ
ま
し
た
。
「
名

目
は
い
づ
れ
で
も
良
い
で
は
な
い
か
」
と
言
は
れ
ま
し
た
が
、
多
數
の
被
告
は
今
や
此
名
目
の
爲
め
に
苦

し
ん
で
居
る
と
思
は
れ
ま
す
。
私
の
眼
に
映
じ
た
處
で
は
、
檢
事
、
豫
審
判
事
は
先
づ
私
の
話
に
「
暴
力

革
命
」
て
ふ
名
目
を
附
し
、
「
決
死
の
士
」
と
い
ふ
六
ヶ
し
い
熟
語
を
案
出
し
、
「
無
政
府
主
義
の
革
命

は
皇
室
を
な
く
す
る
こ
と
で
あ
る
。
幸
徳
の
計
畫
は
暴
力
で
革
命
を
行
ふ
の
で
あ
る
。
故
に
之
に
與
せ
る

も
の
は
大
逆
罪
を
行
は
ん
と
し
た
も
の
に
違
ひ
な
い
」
と
い
ふ
三
段
論
法
で
責
め
つ
け
ら
れ
た
も
の
と
思

は
れ
ま
す
。
そ
し
て
平
生
直
接
行
動
、
革
命
運
動
な
ど
い
ふ
こ
と
を
話
し
た
こ
と
が
、
彼
等
に
累
し
て
ゐ

る
と
い
ふ
に
至
つ
て
は
、
實
に
氣
の
毒
に
考
へ
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
聞
取
書
及
調
書
の
杜
撰

　
私
共
無
政
府
主
義
者
は
、
平
生
今
の
法
律
裁
判
て
ふ
制
度
が
完
全
に
人
間
を
審
判
し
得
る
と
は
信
じ
な

い
の
で
し
た
け
れ
ど
、
今
回
實
地
を
見
聞
し
て
更
に
危
險
を
感
じ
ま
し
た
。
私
は
唯
だ
自
己
の
運
命
に
滿

足
す
る
考
へ
で
す
か
ら
、
此
點
に
就
い
て
最
早
呶
々
し
た
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
唯
だ
多
數
被
告
の
利
害

22A LETTER FROM PRISON



に
大
な
る
關
係
が
あ
る
や
う
で
す
か
ら
、
一
應
申
上
げ
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

　
第
一
、
檢
事
の
聞
取
書
な
る
も
の
は
、
何
と
書
い
て
あ
る
か
知
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
數
十

回
檢
事
の
調
べ
に
會
ひ
ま
し
た
が
、
初
め
二
三
回
は
聞
取
書
を
讀
み
聞
か
さ
れ
ま
し
た
け
れ
ど
、
其
後
は

一
切
其
場
で
聞
取
書
を
作
る
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
隨
つ
て
讀
み
聞
か
せ
る
な
ど
と
い
ふ
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
。
其
後
豫
審
廷
に
於
て
、
時
々
、
檢
事
の
聞
取
書
に
は
か
う
書
い
て
あ
る
と
言
は
れ
た
の
を
聞
く
と
、

殆
ど
私
の
申
立
と
違
は
ぬ
は
な
い
の
で
す
。
大
抵
、
檢
事
が
斯
う
で
あ
ら
う
と
い
つ
た
言
葉
が
、
私
の
申

立
と
し
て
記
さ
れ
て
あ
る
の
で
す
。
多
數
の
被
告
に
付
い
て
も
皆
同
樣
で
あ
つ
た
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。
其

時
に
於
て
豫
審
判
事
は
聞
取
書
と
被
告
の
申
立
と
孰
れ
に
重
き
を
置
く
で
せ
う
か
。
實
に
危
險
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　
又
檢
事
の
調
べ
方
に
就
い
て
も
、
常
に
所
謂
「
カ
マ
」
を
か
け
る
の
と
、
議
論
で
強
ひ
る
こ
と
が
多
い

の
で
、
此
カ
マ
を
看
破
す
る
力
と
、
檢
事
と
議
論
を
上
下
し
得
る
だ
け
の
口
辯
を
有
す
る
に
あ
ら
ざ
る
以

上
は
、
大
抵
檢
事
の
指
示
す
る
通
り
の
申
立
を
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
は
れ
ま
す
。
私
は
此
點
に
就
い
て

一
々
例
證
を
擧
げ
得
ま
す
け
れ
ど
、
ク
ダ
ク
ダ
し
い
か
ら
申
し
ま
せ
ん
。
唯
だ
私
の
例
を
以
て
推
す
に
、

他
の
斯
か
る
場
所
に
な
れ
な
い
地
方
の
青
年
な
ど
に
對
し
て
は
、
殊
に
ヒ
ド
か
つ
た
ら
う
と
思
は
れ
ま
す
。

石
卷
良
夫
が
「
愚
童
よ
り
宮
下
の
計
畫
を
聞
け
り
」
と
の
申
立
を
爲
し
た
と
い
ふ
こ
と
の
如
き
も
、
私
も

23



當
時
聞
き
ま
し
て
、
ま
た
愚
童
を
陷
れ
む
が
爲
め
に
奸
策
を
設
け
た
な
と
思
ひ
ま
し
た
。
宮
下
が
爆
彈
製

造
の
こ
と
は
、
愚
童
、
石
卷
の
會
見
よ
り
遙
か
後
の
こ
と
で
す
か
ら
、
そ
ん
な
談
話
の
あ
る
筈
が
あ
り
ま

せ
ん
。
此
事
の
如
き
は
餘
り
に
明
白
で
直
ぐ
分
り
ま
す
け
れ
ど
、
巧
み
な
「
カ
マ
」
に
は
何
人
も
か
か
り

ま
す
。
そ
し
て
「
ア
ノ
人
が
さ
う
言
へ
ば
、
ソ
ン
ナ
話
が
あ
つ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
」
位
の
申
立
を
す
れ

ば
、
直
ぐ
「
ソ
ン
ナ
話
が
あ
り
ま
し
た
」
と
確
言
し
た
や
う
に
記
載
さ
れ
て
、
之
が
ま
た
他
の
被
告
に
對

す
る
責
道
具
と
な
る
や
う
で
す
。
こ
ん
な
次
第
で
、
私
は
檢
事
の
聞
取
書
な
る
者
は
、
殆
ど
檢
事
の
曲
筆

舞
文
、
牽
強
附
會
で
出
來
上
つ
て
ゐ
る
だ
ら
う
と
察
し
ま
す
。
一
讀
し
な
け
れ
ば
分
り
ま
せ
ん
が
。

　
私
は
豫
審
判
事
の
公
平
、
周
到
な
る
こ
と
を
信
じ
ま
す
。
他
の
豫
審
判
事
は
知
ら
ず
、
少
く
と
も
私
が

調
べ
ら
れ
ま
し
た
潮
判
事
が
公
平
、
周
到
を
期
せ
ら
れ
た
こ
と
は
明
白
で
、
私
は
判
事
の
御
調
べ
に
殆
ど

滿
足
し
て
ゐ
ま
す
。

　
け
れ
ど
、
如
何
に
判
事
其
人
が
公
平
、
周
到
で
も
、
今
日
の
方
法
制
度
で
は
完
全
な
調
書
の
出
來
る
筈

は
あ
り
ま
せ
ん
。
第
一
、
調
書
は
速
記
で
な
く
て
、
一
通
り
被
告
の
陳
述
を
聞
い
た
後
で
、
判
事
の
考
へ

で
之
を
取
捨
し
て
問
答
の
文
章
を
作
る
の
で
す
か
ら
、
申
立
て
の
大
部
分
が
脱
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
言

は
な
い
言
葉
が
揷
入
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
故
に
被
告
の
言
葉
を
直
接
聞
い
た
豫
審
判
事
に
は
被
告

の
心
持
が
よ
く
分
つ
て
ゐ
て
も
、
調
書
の
文
字
と
な
つ
て
他
人
が
見
れ
ば
、
其
文
字
次
第
で
大
分
解
釋
が

24A LETTER FROM PRISON



違
う
て
參
り
ま
す
。

　
第
二
は
、
調
書
訂
正
の
困
難
で
す
。
出
來
た
調
書
を
書
記
が
讀
み
聞
か
せ
ま
す
け
れ
ど
、
長
い
調
べ
で

少
し
で
も
頭
腦
が
疲
勞
し
て
ゐ
れ
ば
、
早
口
に
讀
み
行
く
言
葉
を
聞
き
損
じ
な
い
だ
け
が
ヤ
ツ
ト
の
こ
と

で
、
少
し
違
つ
た
や
う
だ
と
思
つ
て
も
、
咄
嗟
の
間
に
判
斷
が
つ
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
考
へ
る
中
に
讀
聲

は
ド
シ
ド
シ
進
ん
で
行
く
。
何
を
讀
ま
れ
た
か
分
ら
ず
に
了
ふ
。
そ
ん
な
次
第
で
、
數
ヶ
所
、
十
數
ヶ
所

の
誤
り
が
あ
つ
て
も
、
指
摘
し
て
訂
正
し
得
る
の
は
一
ヶ
所
位
に
過
ぎ
な
い
の
で
す
。
そ
れ
も
文
字
の
な

い
者
な
ど
は
適
當
の
文
字
が
見
つ
か
ら
ぬ
。
「
か
う
書
い
て
も
同
じ
で
は
な
い
か
」
と
言
は
れ
れ
ば
、
爭

ふ
こ
と
の
出
來
ぬ
の
が
多
か
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。
私
な
ど
も
一
々
添
削
す
る
譯
に
も
行
か
ず
、
大
概
な
ら

と
思
つ
て
其
儘
に
し
た
場
合
が
多
か
つ
た
の
で
す
。
第
三
に
は
、
私
初
め
豫
審
の
調
べ
に
會
つ
た
こ
と
の

な
い
者
は
、
豫
審
は
大
體
の
下
調
べ
だ
と
思
つ
て
、
左
程
重
要
と
感
じ
な
い
、
殊
に
調
書
の
文
字
の
一
字
、

一
句
が
殆
ど
法
律
條
項
の
文
字
の
や
う
に
確
定
し
て
了
ふ
者
と
は
思
は
な
い
で
、
孰
れ
公
判
が
あ
る
の
だ

か
ら
其
時
に
訂
正
す
れ
ば
良
い
位
で
、
強
い
て
爭
は
ず
に
捨
て
置
く
の
が
多
い
と
思
ひ
ま
す
。
是
は
大
き

な
誤
り
で
、
今
日
に
な
つ
て
見
れ
ば
、
豫
審
調
書
の
文
字
ほ
ど
大
切
な
も
の
は
な
い
の
で
す
け
れ
ど
、
法

律
裁
判
の
こ
と
に
全
く
素
人
な
る
多
數
の
被
告
は
、
さ
う
考
へ
た
ら
う
と
察
し
ま
す
。
こ
ん
な
次
第
で
豫

審
調
書
も
甚
だ
杜
撰
な
も
の
が
出
來
上
つ
て
ゐ
ま
す
。
私
は
多
少
文
字
の
こ
と
に
慣
れ
て
ゐ
て
隨
分
訂
正
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も
さ
せ
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
そ
れ
す
ら
多
少
疲
れ
て
ゐ
る
時
は
面
倒
に
な
つ
て
、
い
づ
れ
公
判
が
あ
る
か

ら
と
い
ふ
の
で
其
儘
に
致
し
た
の
で
す
。
況
ん
や
多
數
の
被
告
を
や
で
す
。

　
聞
取
書
、
調
書
を
杜
撰
に
し
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
制
度
の
爲
め
の
み
で
な
く
、
私
共
の
斯
か
る
こ
と
に

無
經
驗
な
る
よ
り
生
じ
た
不
注
意
の
結
果
で
も
あ
る
の
で
、
私
自
身
は
今
に
至
つ
て
其
訂
正
を
求
め
る
と

か
、
誤
謬
を
申
立
て
る
と
か
い
ふ
こ
と
は
致
し
ま
せ
ん
が
、
ど
う
か
彼
の
氣
の
毒
な
多
數
の
地
方
青
年
の

爲
め
に
御
含
み
置
き
を
願
ひ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
　
　
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

　
以
上
、
私
の
申
上
げ
て
御
參
考
に
供
し
た
い
考
へ
の
大
體
で
す
。
何
分
連
日
の
公
判
で
頭
腦
が
疲
れ
て

ゐ
る
爲
め
に
、
思
想
が
順
序
よ
く
纒
ま
り
ま
せ
ん
。
加
ふ
る
に
、
火
の
な
い
室
で
、
指
先
が
凍
つ
て
了
ひ
、

是
ま
で
書
く
中
に
筆
を
三
度
取
落
し
た
位
で
す
か
ら
、
唯
だ
冗
長
に
な
る
ば
か
り
で
、
文
章
も
拙
く
、
書

體
も
亂
れ
て
、
嘸
ぞ
御
讀
み
づ
ら
い
で
あ
り
ま
せ
う
。
ど
う
か
御
諒
恕
を
願
ひ
ま
す
。

　
兎
に
角
右
述
べ
ま
し
た
中
に
、
多
少
の
取
る
べ
き
あ
ら
ば
、
更
に
之
を
判
官
、
檢
事
諸
公
の
耳
目
に
達

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
明
治
四
十
三
年
十
二
月
十
八
日
午
後

　
　
　
東
京
監
獄
監
房
に
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
徳
傳
次
郎
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　ED
ITO

R
'S N

O
TES

＊
一
　
幸
徳
は
こ
れ
を
書
い
て
か
ら
數
日
の
後
、
そ
の
辯
護
人
の
勸
め
に
よ
つ
て
、
こ
の
陳
辯
書
と
同
一

の
事
を
彼
自
ら
公
判
廷
に
陳
述
し
た
さ
う
で
あ
る
。'V

 N
A

R
O

D
' SER

IES 

の
編
輯
者
は
、
此
事
を
友
人

に
し
て
且
同
事
件
の
辯
護
人
の
一
人
で
あ
つ
た
若
い
法
律
家 H

　
　
君
か
ら
聞
い
た
。

＊
二
　
亂
臣
賊
子
の
辯
護
を
す
る
の
は
不
埓
だ
と
い
ふ
意
味
の
脅
迫
的
な
手
紙
が
二
三
の
辯
護
士
の
許
に

屆
い
た
の
は
事
實
で
あ
る
。
さ
う
し
て
さ
う
い
ふ
意
見
が
無
智
な
階
級
に
の
み
で
な
く
、
所
謂
教
育
あ
る

人
士
の
間
に
さ
へ
往
々
に
し
て
發
見
さ
れ
た
の
も
事
實
で
あ
る
。
編
輯
者
は
當
時
そ
の
勤
め
て
ゐ
る
新
聞

社
の
編
輯
局
で
遭
遇
し
た
一
つ
の
出
來
事
に
今
猶
或
る
興
味
を
有
つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
も
う
晝
勤
の
人
々

が
皆
歸
つ
て
了
つ
て
、
數
あ
る
卓
子
の
上
に
電
燈
が
一
時
に
光
を
放
つ
て
か
ら
間
も
な
く
の
時
間
で
あ
つ

た
。
予
の
卓
子
の
周
圍
に
は
二
人
の
人
　
　
マ
ス
タ
ー
・
オ
ヴ
・
ア
ー
ツ
の
學
位
を
有
す
る
外
電
係
と
新

し
く
社
會
部
に
入
つ
た
若
い
、
肥
つ
た
法
學
士
　
　
と
が
集
つ
て
ゐ
た
。
こ
の
若
い
法
學
士
は
何
處
ま
で

も
「
若
い
法
學
士
」
　
　
何
事
に
對
し
て
も
、
た
と
へ
ば
自
分
の
少
し
も
知
ら
ぬ
事
に
對
し
て
も
、
必
ず
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何
等
か
の
「
自
分
の
意
見
」
を
持
ち
出
さ
ず
に
は
止
ま
れ
ぬ
　
　
の
特
性
を
發
揮
し
た
人
で
、
社
會
部
の

次
席
編
輯
者
が
數
日
前
の
新
聞
の
こ
の
事
件
の
記
事
に
「
無
政
府
共
産
黨
陰
謀
事
件
」
と
い
ふ
標
題
を
附

け
た
こ
と
に
就
い
て
頻
り
に
攻
撃
の
言
葉
を
放
つ
た
。
彼
の
言
ふ
處
に
よ
る
と
、
無
政
府
共
産
黨
と
い
ふ

言
葉
は
全
く
意
味
を
成
さ
ぬ
言
葉
で
、
こ
の
滑
稽
な
造
語
を
敢
て
し
た
次
席
編
輯
者
（
彼
は
法
學
士
で
は

な
か
つ
た
）
は
屹
度
何
か
感
違
ひ
を
し
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
と
い
ふ
こ
と
で
あ
つ
た
。
さ
う
し
て
彼
は
そ

の
記
事
の
出
た
朝
の
新
聞
を
見
た
時
に
は
、
思
は
ず
吹
き
出
し
た
の
だ
さ
う
で
あ
る
。
予
は
こ
の
何
事
に

も
自
信
の
強
い
人
の
自
信
を
傷
け
る
こ
と
を
遠
慮
し
な
が
ら
、
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
の
或
る
著
述
の
或
る
章
の

標
題
に
た
し
か A

narchist C
om

m
unism

 

と
書
い
て
あ
つ
た
筈
だ
と
話
し
た
が
、
「
法
學
士
」
は
無
論
自

分
の
讀
ん
だ
こ
と
の
な
い
本
の
こ
と
を
自
分
よ
り
無
學
な
者
の
話
す
の
に
耳
を
傾
け
る
人
で
は
な
か
つ
た
。

『
し
か
し
「
無
政
府
」
と
い
ふ
こ
と
と
「
共
産
」
と
い
ふ
こ
と
と
は
全
く
別
な
こ
と
な
ん
だ
か
ら
、
そ
れ

を
一
し
よ
に
す
る
の
は
ど
う
し
て
も
滑
稽
だ
な
あ
』
こ
れ
彼
の
最
後
の
言
葉
で
あ
つ
た
。
彼
に
と
つ
て
は
、

政
治
は
政
治
、
經
濟
は
經
濟
、
さ
う
し
て
又
宗
教
（
彼
は
基
督
教
徒
で
あ
つ
た
）
は
宗
教
、
實
際
生
活
は

實
際
生
活
で
、
そ
の
間
に
何
等
の
内
部
的
關
係
な
く
、
人
生
は
恰
も
歌
牌
の
札
の
如
く
離
れ
離
れ
な
も
の

で
あ
つ
た
。
し
か
し
予
は
も
う
こ
の
上
彼
の
自
信
を
傷
け
る
こ
と
は
し
な
か
つ
た
。
又
そ
の
所
謂
滑
稽
な

言
葉
は
、
犯
罪
の
動
機
及
性
質
に
就
い
て
檢
事
總
長
か
ら
各
新
聞
社
に
對
し
て
發
表
し
た
文
書
（
す
で
に
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記
事
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
）
に
あ
つ
た
の
で
、
次
席
編
輯
者
が
そ
れ
を
襲
用
し
た
に
過
ぎ
ぬ
と
い
ふ
こ
と

も
言
は
な
か
つ
た
。
何
故
な
れ
ば
、
予
は
そ
の
時
、
假
り
に
こ
の
法
學
士
の
用
ゐ
た
論
理
を
借
り
る
と
、

或
る
面
白
い
結
論
を
得
る
と
い
ふ
こ
と
に
氣
が
付
い
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
う
し
て
予
は
た
だ
笑
つ
た
。
彼

の
論
理
に
從
へ
ば
、
「
尊
王
攘
夷
」
と
か
、
「
忠
君
愛
國
」
と
か
、
「
立
憲
君
主
制
」
と
か
い
ふ
言
葉
が

す
べ
て
滑
稽
な
、
矛
盾
し
た
言
葉
に
な
る
許
り
で
な
く
、
「
日
本
の
道
徳
は
忠
孝
を
本
と
す
」
と
い
ふ
こ

と
さ
へ
「
吹
き
出
」
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
や
が
て
、
卓
子
の
端
に
腰
か
け
て
片
足
を
ぶ
ら
ぶ
ら
さ
し
て
ゐ
た
外
電
係
兼
國
際
論
文
記
者
が
口
を
開

く
べ
き
機
會
を
得
た
。
こ
の
學
者
　
　
實
際
こ
の
人
は
、
何
事
に
も
退
嬰
的
な
態
度
を
と
る
こ
と
と
、
そ

の
癖
平
生
は
人
の
意
見
に
は
頓
着
な
し
に
自
分
の
言
ひ
た
い
こ
と
だ
け
を
言
ふ
と
い
つ
た
風
な
傾
き
の
あ

る
こ
と
と
の
二
つ
の
學
者
的
な
習
癖
を
除
い
て
は
、
殆
ど
全
く
非
難
す
べ
き
點
の
な
い
、
温
厚
な
、
勤
勉

な
、
頭
の
進
ん
だ
學
者
で
、
現
に
東
京
帝
國
大
學
に
講
師
と
な
り
、
繁
劇
な
新
聞
の
仕
事
を
や
る
傍
ら
、

其
處
の
商
科
に
社
會
學
及
社
會
政
策
の
講
義
を
し
て
ゐ
る
が
、
し
か
し
そ
の
最
も
得
意
と
す
る
處
は
寧
ろ

國
際
法
學
で
あ
つ
て
、
特
に
そ
の
米
國
に
關
す
る
國
際
法
に
於
て
は
自
分
が
日
本
の
オ
オ
ソ
リ
チ
イ
で
あ

る
と
、
嘗
て
彼
自
ら
子
供
ら
し
い
無
邪
氣
を
以
て
語
つ
た
こ
と
が
あ
つ
た
。
彼
の
論
文
は
時
々
彼
等
少
數

の
國
際
法
學
者
の
學
會
か
ら
發
行
す
る
機
關
雜
誌
の
卷
頭
を
飾
る
こ
と
が
あ
り
、
且
つ
彼
の
從
事
し
て
ゐ
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る
新
聞
は
國
際
的
事
件
に
關
す
る
評
論
を
掲
ぐ
る
こ
と
最
も
多
き
新
聞
で
あ
る
。
さ
う
し
て
彼
は
ま
た
十

數
年
以
前
に
於
て
、
日
本
に
於
け
る
最
初
の
バ
イ
ロ
ン
傳
の
著
者
で
あ
つ
た
。
　
　
こ
の
學
者
は
、
そ
の

專
門
的
な
立
場
か
ら
、
今
度
の
事
件
に
對
す
る
日
本
政
府
の
處
置
の
如
何
が
如
何
に
國
際
上
に
影
響
す
る

か
と
い
ふ
こ
と
に
就
い
て
話
し
出
し
た
。
若
し
噂
の
如
く
彼
等
二
十
六
人
を
す
べ
て
秘
密
裁
判
の
後
に
死

刑
に
處
す
る
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
思
想
の
自
由
を
重
ん
ず
る
歐
米
人
の
間
に
屹
度
日
本
に
對

す
る
反
感
が
起
る
に
違
ひ
な
い
。
反
感
は
一
度
起
つ
た
ら
仲
々
消
え
る
も
の
で
な
い
。
さ
う
し
て
そ
の
反

感
　
　
日
本
が
憎
む
べ
き
壓
制
國
だ
と
い
ふ
感
情
が
一
度
起
る
と
す
れ
ば
、
今
後
日
本
政
府
の
行
爲
　
　

た
と
へ
ば
朝
鮮
に
於
け
る
　
　
が
今
迄
の
や
う
に
好
意
的
に
批
評
さ
れ
る
機
會
が
な
く
な
る
か
も
知
れ
ぬ
。

間
接
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
か
う
い
ふ
影
響
は
却
つ
て
豫
期
し
な
い
程
の
損
失
を
外
交
上
齎
す
こ
と
が
な

い
と
言
へ
ぬ
と
い
ふ
の
で
あ
つ
た
。
さ
う
し
て
彼
は
恰
も
そ
の
講
座
に
立
つ
て
學
生
に
話
す
時
の
や
う
に
、

指
の
短
い
小
さ
い
手
を
以
て
一
種
の
調
子
を
と
り
な
が
ら
、
以
上
の
意
見
に
裏
書
す
べ
き
一
つ
の
事
實
に

つ
い
て
語
り
出
し
た
。
そ
れ
は
露
佛
同
盟
が
何
故
そ
の
最
初
の
提
議
か
ら
數
箇
年
の
後
ま
で
締
結
さ
れ
な

か
つ
た
か
と
い
ふ
事
情
で
あ
つ
た
。
當
時
佛
國
の
上
下
に
は
、
露
國
政
府
の
殘
酷
な
壓
制
に
苦
し
ん
で
ゐ

る
同
國
の
自
由
主
義
者
及
び
波
蘭
人
に
對
す
る
同
情
が
非
常
に
盛
ん
で
あ
つ
た
。
駐
佛
露
國
公
使
を
主
賓

と
し
た
或
る
宴
會
に
於
て
、
佛
國
の
小
壯
議
員
が
公
使
の
面
前
に
一
齊
に
盃
を
擧
げ
て
「
波
蘭
萬
歳
」
を
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叫
び
、
爲
め
に
公
使
が
宴
半
ば
に
密
か
に
逃
げ
出
し
た
と
い
ふ
や
う
な
事
さ
へ
あ
つ
た
。
こ
の
事
情
こ
そ
、

實
に
、
兩
國
の
當
時
の
國
勢
に
於
て
、
一
方
は
國
債
市
場
を
得
る
意
味
か
ら
、
一
方
は
對
獨
關
係
か
ら
、

全
く
必
至
の
要
求
で
あ
つ
た
所
の
同
盟
を
、
猶
且
つ
數
年
の
間
延
期
せ
し
め
た
眞
の
理
由
で
あ
つ
た
。
何

故
な
れ
ば
、
時
の
佛
國
政
府
に
し
て
若
し
も
早
急
に
こ
の
同
盟
を
締
結
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
先
立

つ
て
先
づ
、
「
壓
制
者
の
黨
與
」
て
ふ
惡
名
を
負
は
さ
れ
、
お
ま
け
に
そ
の
内
閣
の
椅
子
を
空
け
渡
す
だ

け
の
決
心
を
す
る
必
要
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
　
　
。

　
恰
度
比
處
ま
で
彼
の
語
り
來
つ
た
時
に
、
や
や
離
れ
た
卓
子
に
ゐ
た
一
人
の
記
者
　
　
そ
の
編
輯
し
て

ゐ
る
地
方
版
の
一
つ
の
大
組
が
遲
れ
た
爲
め
に
殘
つ
て
ゐ
た
　
　
が
、
何
を
思
つ
た
か
、
突
然
椅
子
を
離

れ
て
、
だ
ら
し
な
く
腰
に
卷
い
た
縮
緬
の
兵
子
帶
の
前
に
兩
手
を
突
込
み
、
肩
を
怒
ら
し
た
歩
き
方
で
我

々
の
方
に
近
づ
い
て
來
た
。
さ
う
し
て
、
謠
曲
で
鍛
へ
た
錆
の
あ
る
聲
で
、
叱
る
や
う
に
言
つ
た
。

『
さ
う
い
ふ
議
論
は
可
か
ん
。
さ
う
い
ふ
議
論
を
聞
く
と
、
吾
輩
も
大
い
に
口
を
出
さ
ね
ば
な
ら
ん
』

　
彼
は
故
落
合
直
文
の
門
下
か
ら
出
て
新
聞
記
者
に
な
つ
た
人
で
、
年
は
ま
だ
三
十
八
九
に
し
か
な
ら
ぬ

癖
に
大
分
頭
の
禿
げ
て
ゐ
る
と
同
じ
く
、
そ
の
記
者
と
し
て
の
風
格
、
技
倆
も
何
時
か
知
ら
時
代
の
進
歩

に
伴
は
な
く
な
つ
て
ゐ
た
。
た
だ
彼
は
主
筆
の
親
戚
で
あ
つ
た
。
さ
う
し
て
彼
の
癖
は
醉
う
て
謠
曲
を
唸

る
こ
と
と
、
常
に
東
洋
豪
傑
的
の
言
語
、
擧
動
を
弄
ぶ
こ
と
で
あ
つ
た
。
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我
々
三
人
は
一
樣
に
そ
の
聲
に
驚
か
さ
れ
た
。
さ
う
し
て
默
つ
て
彼
の
顏
を
見
上
げ
た
。
彼
は
直
ぐ
ま

た
口
を
尖
ら
し
て
吒
る
や
う
な
言
葉
を
續
け
た
。
『
あ
あ
い
ふ
奴
等
は
早
速
殺
し
て
了
は
な
く
ち
や
可
か

ん
。
全
部
や
ら
な
く
ち
や
可
か
ん
。
さ
う
し
な
く
ち
や
見
せ
し
め
に
な
ら
ん
。
一
體
日
本
の
國
體
を
考
へ

て
見
る
と
、
彼
奴
等
を
人
並
に
裁
判
す
る
と
い
ふ
の
が
既
に
恩
典
だ
…
…
…
諸
君
は
第
一
此
處
が
何
處
だ

と
思
ふ
。
此
處
は
日
本
國
だ
。
諸
君
は
日
本
國
に
居
つ
て
、
日
本
人
だ
と
い
ふ
こ
と
を
忘
れ
と
る
。
外
國

の
手
前
手
前
と
い
ふ
が
、
外
國
の
手
前
が
何
だ
。
外
國
の
手
前
ば
か
り
考
へ
て
初
め
か
ら
腰
を
拔
か
し
て

ゐ
た
ら
何
が
出
來
る
。
僕
が
若
し
當
局
者
だ
つ
た
ら
、
彼
等
二
十
六
名
を
無
裁
判
で
死
刑
に
し
て
や
る
、

さ
う
し
て
彼
等
の
近
親
六
族
に
對
し
て
十
年
間
も
公
民
權
を
停
止
し
て
や
る
。
の
う
、
△
△
君
、
彼
等
は

無
政
府
主
義
だ
か
ら
、
無
裁
判
で
や
つ
つ
け
る
の
が
一
番
可
い
ぢ
や
な
い
か
。
』

　
名
指
さ
れ
た
予
は
何
と
も
返
事
の
し
よ
う
が
な
か
つ
た
。
た
だ
苦
笑
し
た
。
我
が
國
際
法
學
者
は
こ
の

時
漸
く
そ
の
不
意
を
食
つ
た
驚
き
か
ら
覺
め
た
や
う
に
物
靜
か
に
笑
つ
た
。

『
し
か
し
日
本
も
文
明
國
な
さ
う
だ
か
ら
な
あ
』

『
さ
う
さ
、
文
明
國
さ
』
「
日
本
人
」
は
奪
ひ
取
る
や
う
に
言
つ
た
。
『
し
か
し
考
へ
て
見
た
ま
へ
。
建

國
の
精
神
を
忘
れ
る
の
が
若
し
文
明
な
ら
、
僕
は
文
明
に
用
は
な
い
。
そ
の
精
神
を
完
全
に
發
揮
し
て
こ

そ
眞
の
文
明
ぢ
や
な
い
か
。
文
明
、
文
明
と
い
つ
て
日
本
の
國
體
を
忘
れ
て
る
や
う
な
奴
は
、
僕
は
好
か
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ん
。
第
一
僕
は
今
度
の
や
う
な
事
の
起
つ
た
際
に
、
花
井
だ
の
何
だ
の
い
ふ
三
百
代
言
共
が
、
そ
の
辯
護

を
引
受
け
る
の
が
可
か
ん
と
思
ふ
の
だ
。
何
處
を
辯
護
す
る
。
辯
護
す
べ
き
點
が
一
つ
も
な
い
ぢ
や
な
い

か
。
貴
樣
達
の
や
う
な
事
を
す
る
奴
を
辯
護
す
る
者
は
日
本
に
一
人
も
ゐ
な
い
ぞ
と
い
ふ
こ
と
を
示
し
て

や
ら
な
く
ち
や
可
か
ん
…
…
』

『
そ
れ
あ
さ
う
い
ふ
極
端
な
保
守
主
義
の
議
論
も
』
と
、
コ
ツ
コ
ツ
卓
子
を
叩
い
て
ゐ
た
鉛
筆
を
左
の
胸

の
ポ
ケ
ツ
ト
に
揷
し
て
、
法
學
士
が
言
つ
た
。
『
日
本
と
い
ふ
こ
の
特
別
の
國
に
は
無
く
ち
や
な
ら
ん
さ
。

寧
ろ
大
い
に
必
要
か
も
知
れ
ん
。
僕
は
君
の
や
う
に
無
裁
判
で
死
刑
に
す
る
の
、
罪
を
六
族
に
及
ぼ
す
の

と
い
ふ
こ
と
は
贊
成
し
な
い
。
す
で
に
法
律
と
い
ふ
も
の
の
あ
る
以
上
は
何
處
ま
で
も
そ
れ
に
よ
つ
て
處

置
し
て
行
か
な
く
ち
や
な
ら
ん
と
思
ふ
が
、
し
か
し
日
本
が
特
別
の
國
柄
だ
と
い
ふ
こ
と
は
、
議
論
で
な

く
て
事
實
で
あ
る
。
　
　
』

『
君
は
僕
の
議
論
を
極
端
な
保
守
主
義
と
い
ふ
が
、
何
處
が
極
端
だ
。
若
し
僕
の
言
ふ
事
が
保
守
主
義
の

議
論
と
す
れ
ば
、
進
歩
主
義
の
議
論
と
は
何
か
。
幸
徳
傳
次
郎
に
同
情
す
る
こ
と
か
』

『
そ
ん
な
無
茶
な
事
を
言
つ
て
は
困
る
。
僕
は
ち
つ
と
も
彼
等
に
同
情
し
て
ゐ
な
い
さ
。
歐
羅
巴
で
な
ら

あ
あ
い
ふ
運
動
も
そ
れ
ぞ
れ
或
る
意
義
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
日
本
で
や
ら
う
と
い
ふ
の
は
飛
ん
で
も
な
い

間
違
だ
か
ら
な
あ
』
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辨
當
屋
の
小
僧
が
岡
持
を
持
つ
て
入
つ
て
來
た
。
そ
れ
は
予
が
こ
の
話
の
初
ま
る
前
に
給
仕
に
誂
へ
さ

し
た
も
の
で
あ
つ
た
。
小
僧
は
丼
と
香
の
物
の
皿
と
を
予
の
前
に
併
べ
た
。
予
等
の
話
を
聞
い
て
ゐ
た
給

仕
の
一
人
は
茶
を
い
れ
る
べ
く
立
つ
て
行
つ
た
。
我
が
國
際
法
學
者
は
こ
の
時
漸
く
こ
の
不
愉
快
な
場
所

か
ら
離
れ
る
べ
き
機
會
を
得
た
。
『
さ
う
だ
、
僕
も
飯
を
食
つ
て
來
な
く
ち
や
な
ら
な
か
つ
た
』
さ
う
言

ひ
な
が
ら
卓
子
か
ら
辷
り
落
ち
て
、
い
そ
い
そ
と
二
重
𢌞
し
を
着
て
出
か
け
て
行
つ
た
。
法
學
士
も
大
き

な
呿
呻
を
一
つ
し
て
自
分
の
椅
子
に
歸
つ
た
。
予
は
默
つ
て
丼
の
蓋
を
取
つ
た
。
あ
た
た
か
い
飯
か
ら
立

騰
る
水
蒸
氣
と
天
ぷ
ら
の
香
ば
し
い
に
ほ
ひ
と
が
柔
か
に
予
の
顏
を
撫
で
た
。

　
地
方
版
編
輯
記
者
も
遂
に
予
の
卓
子
を
離
れ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
予
は
恰
度
、
予
の
前
に
立
ち
は
だ

か
つ
て
ゐ
た
一
疋
の
野
獸
が
、
咆
え
、
さ
う
し
て
牙
を
鳴
ら
し
た
だ
け
で
、
首
を
𢌞
ら
し
て
林
の
中
に
入

つ
て
行
つ
た
や
う
な
安
心
を
感
じ
た
。
彼
は
自
分
の
椅
子
に
歸
ら
ず
に
、
ス
ト
オ
ヴ
の
前
に
進
ん
で
行
つ

た
。
『
日
本
人
に
し
て
日
本
人
た
る
こ
と
を
忘
れ
と
る
奴
が
あ
る
。
』
突
然
か
う
い
ふ
獨
語
が
彼
の
口
か

ら
聞
か
れ
た
。
そ
れ
は
出
て
行
つ
た
人
と
予
と
に
對
す
る
漫
罵
で
あ
つ
た
。
さ
う
し
て
直
ぐ
、
『
貴
樣
も

日
本
人
だ
か
ら
、
日
本
人
だ
と
い
ふ
こ
と
を
忘
れ
ち
や
い
か
ん
。
の
う
、
貴
樣
は
犬
の
頭
の
や
う
な
平
つ

た
い
頭
を
し
と
る
け
れ
ど
も
日
本
人
ぢ
や
。
の
う
。
』
か
う
い
ひ
な
が
ら
、
椅
子
に
腰
か
け
て
雜
誌
を
讀

ん
で
ゐ
た
給
仕
の
肩
に
手
を
か
け
て
、
烈
し
く
搖
り
動
か
し
て
ゐ
る
の
が
見
え
た
。
予
は
「
日
本
人
」
に
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對
す
る
深
い
憐
れ
み
を
以
て
靜
か
に
箸
を
動
か
し
た
。

　
し
か
し
か
う
い
ふ
極
端
に
頑
迷
な
思
想
は
、
或
る
新
聞
な
ど
に
よ
つ
て
や
や
誇
大
に
吹
聽
さ
れ
て
ゐ
る

に
拘
ら
ず
、
ご
く
少
數
者
の
頭
脳
を
司
配
し
て
ゐ
た
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
そ
れ
は
こ
の
事
件
に
對
し
て
殆

ど
何
等
の
國
民
的
憎
惡
の
發
表
せ
ら
れ
な
か
つ
た
事
實
に
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
國
民
の
多
數
は
、
か

う
い
ふ
事
件
は
今
日
に
於
て
も
、
將
來
に
於
て
も
日
本
に
起
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
、
既
に
起
つ
た
か
ら
に

は
法
律
の
明
文
通
り
死
刑
を
宣
告
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
と
は
考
へ
て
ゐ
た
。
彼
等
は
彼
の
法
學
士

と
同
じ
く
決
し
て
彼
の
二
十
六
名
に
同
情
し
て
は
ゐ
な
か
つ
た
け
れ
ど
も
、
而
し
て
ま
た
憎
惡
の
感
情
を

持
つ
だ
け
の
理
由
を
持
つ
て
ゐ
な
か
つ
た
。
彼
等
は
實
に
そ
れ
だ
け
平
生
か
ら
皇
室
と
縁
故
の
薄
い
生
活

を
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
彼
等
は
、
一
樣
に
こ
の
事
件
を
頗
る
重
大
な
る
事
件
で
あ
る
と
は
感
じ
て

ゐ
た
が
、
そ
の
何
故
に
重
大
で
あ
る
か
の
眞
の
意
味
を
理
解
す
る
だ
け
の
智
識
的
準
備
を
缺
い
て
ゐ
た
。

從
つ
て
彼
等
は
、
彼
等
の
所
謂
起
る
べ
か
ら
ず
し
て
起
つ
た
所
の
こ
の
事
件
（
大
隈
伯
さ
へ
こ
の
事
件
を

以
て
全
く
偶
發
的
な
性
質
の
も
の
と
解
し
た
こ
と
は
人
の
知
る
所
で
あ
る
）
は
、
死
刑
の
宣
告
、
及
び
そ

れ
に
つ
い
で
發
表
せ
ら
る
べ
き
全
部
若
し
く
は
一
部
の
減
刑
　
　
即
ち
國
體
の
尊
嚴
の
犯
す
べ
か
ら
ざ
る

こ
と
と
天
皇
の
宏
大
な
る
慈
悲
と
を
併
せ
示
す
こ
と
に
依
つ
て
、
表
裏
共
に
全
く
解
決
さ
れ
る
も
の
と
考

へ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
さ
う
し
て
こ
れ
は
、
思
想
を
解
せ
ざ
る
日
本
人
の
多
數
の
抱
い
た
、
最
も
普
遍
的
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な
、
且
精
一
杯
の
考
へ
で
あ
つ
た
。

　
た
だ
こ
れ
に
滿
足
す
る
こ
と
の
出
來
ぬ
、
少
く
と
も
三
つ
の
種
類
の
人
達
が
別
に
存
在
し
て
ゐ
た
。
そ

の
一
は
思
想
を
解
す
る
人
々
で
あ
る
。
彼
等
は
こ
の
事
件
を
決
し
て
偶
發
的
な
も
の
で
あ
る
と
は
考
へ
得

な
か
つ
た
。
彼
等
は
日
本
が
特
別
な
國
柄
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
議
論
で
は
な
く
し
て
事
實
だ
と
い
ふ

こ
と
を
知
る
上
に
於
て
、
決
し
て
か
の
法
學
士
に
劣
ら
な
か
つ
た
。
た
だ
彼
等
は
そ
の
「
事
實
」
の
ど
れ

だ
け
も
尊
い
も
の
で
な
い
こ
と
を
併
せ
知
つ
て
ゐ
た
。
そ
の
二
は
政
府
當
局
者
で
あ
る
。
彼
等
は
そ
の
數

年
間
の
苦
き
經
驗
に
よ
つ
て
、
思
想
を
彈
壓
す
る
と
い
ふ
こ
と
の
如
何
に
困
難
で
あ
る
か
を
誰
よ
り
も
よ

く
知
つ
て
ゐ
た
。
か
く
て
彼
等
は
こ
の
事
の
起
る
や
、
恰
も
獨
帝
狙
撃
者
の
現
れ
た
機
會
を
巧
み
に
社
會

黨
鎭
壓
に
利
用
し
た
ビ
ス
マ
ア
ク
の
如
く
、
そ
の
非
道
な
る
思
想
抑
壓
手
段
を
國
民
及
び
觀
察
者
の
耳
目

を
聳
動
す
る
こ
と
な
く
し
て
行
ひ
得
る
機
會
に
到
達
し
た
も
の
と
し
て
喜
ん
だ
の
で
あ
る
。
さ
う
し
て
そ

の
三
は
時
代
の
推
移
に
よ
つ
て
多
少
の
理
解
を
有
つ
て
ゐ
る
教
育
あ
る
青
年
で
あ
つ
た
。
彼
等
は
皆
一
樣

に
こ
の
事
件
に
よ
つ
て
そ
の
心
に
或
る
深
い
衝
動
を
感
じ
た
。
さ
う
し
て
そ
の
或
る
者
は
、
社
會
主
義
乃

至
無
政
府
主
義
に
對
し
て
強
い
智
識
的
渇
望
を
感
ず
る
や
う
に
な
つ
た
。
予
は
現
に
帝
國
大
學
の
法
科
の

學
生
の
間
に
、
主
と
し
て
こ
の
事
件
の
影
響
と
認
む
べ
き
事
情
の
下
に
、
一
の
秘
密
の
社
會
主
義
研
究
會

が
起
つ
た
こ
と
を
知
つ
て
ゐ
る
。
ま
た
嘗
て
予
を
訪
ね
て
來
た
一
人
の
外
國
語
學
校
生
徒
の
、
學
生
の
多
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く
が
心
ひ
そ
か
に
幸
徳
に
對
し
て
深
い
同
情
を
も
つ
て
ゐ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
「
幸
徳
の
死
は
最
も
有
力

な
る
傳
道
で
あ
つ
た
」
と
言
つ
た
の
を
聞
い
た
。
ま
た
或
る
日
、
本
郷
三
丁
目
か
ら
須
田
町
ま
で
の
電
車

の
中
に
於
て
、
二
人
の
大
學
生
　
　
二
人
共
和
服
を
着
て
ゐ
た
か
ら
何
科
の
學
生
で
あ
る
か
は
解
ら
な
か

つ
た
が
　
　
が
、
恰
度
予
と
向
ひ
合
つ
て
腰
か
け
て
、
聲
高
に
、
元
氣
よ
く
こ
の
事
件
に
つ
い
て
語
る
の

を
聞
い
た
。
話
は
電
車
に
乘
ら
ぬ
前
か
ら
の
續
き
ら
し
か
つ
た
。
車
掌
に
鋏
を
入
れ
さ
せ
た
囘
數
切
符
を

袂
に
捻
じ
込
む
や
否
や
、
小
柄
な
、
嚴
し
い
顏
を
し
た
一
人
が
、
そ
の
持
前
ら
し
い
鋭
い
語
調
で
、
『
第

一
、
君
、
日
本
の
裁
判
官
な
ん
て
幸
徳
よ
り
學
問
が
無
い
ん
だ
か
ら
な
あ
。
そ
れ
で
ゐ
て
裁
判
す
る
な
ど

は
滑
稽
さ
。
そ
こ
へ
持
つ
て
來
て
政
府
が
干
渉
し
て
、
こ
の
機
會
に
彼
等
を
全
く
撲
滅
し
よ
う
と
い
ふ
や

う
な
方
針
で
や
つ
た
と
す
れ
ば
、
も
う
君
、
裁
判
と
は
言
は
れ
ん
ぢ
や
な
い
か
』

『
ま
あ
さ
う
だ
ね
。
そ
れ
が
事
實
だ
と
す
れ
ば
』
と
、
顏
の
平
つ
た
い
、
血
色
の
惡
い
、
五
分
許
り
に
延

び
た
濃
い
頬
髯
を
生
や
し
た
一
人
が
落
付
い
た
聲
で
言
つ
た
。
『
兎
に
角
今
度
の
や
う
な
事
件
は
、
い
く

ら
政
府
が
裁
判
を
秘
密
に
し
た
り
、
辯
護
を
試
み
た
り
し
た
つ
て
默
目
だ
よ
。
か
う
い
ふ
事
件
が
起
つ
た

と
い
ふ
こ
と
だ
け
で
、
た
だ
そ
れ
だ
け
で
も
我
々
の
平
生
持
つ
て
ゐ
た
心
の
平
和
を
搖
が
す
に
充
分
な
ん

だ
か
ら
な
あ
。
人
の
前
ぢ
や
知
ら
ん
顏
し
て
る
け
れ
ど
、
僕
の
方
の
奴
に
も
大
分
搖
が
さ
れ
て
る
の
が
有

る
や
う
だ
ぜ
』
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『
さ
う
だ
よ
。
昨
夜
山
本
（
予
は
こ
の
姓
を
明
瞭
に
記
憶
し
て
ゐ
る
。
何
故
な
れ
ば
そ
れ
は
予
の
姉
の
姓

と
同
じ
で
あ
る
か
ら
）
に
會
つ
た
ら
、
幸
徳
の
お
蔭
で
不
眠
症
に
か
か
つ
た
つ
て
弱
つ
て
ゐ
た
つ
け
』

『
不
眠
症
と
は
少
し
御
念
が
入
り
過
ぎ
た
ね
』

『
何
で
も
四
五
日
前
に
誰
か
と
夜
遲
く
ま
で
議
論
し
た
ん
だ
そ
う
だ
よ
　
　
無
論
今
度
の
事
件
に
つ
い
て

だ
ね
。
す
る
と
そ
の
晩
ど
う
し
て
も
昂
奮
し
て
ゐ
て
眠
れ
な
か
つ
た
ん
だ
さ
う
だ
が
、
そ
れ
が
習
慣
に
な

つ
て
次
の
晩
か
ら
毎
晩
眠
ら
れ
な
い
ん
だ
そ
う
だ
。
君
も
そ
ん
な
に
昂
奮
す
る
こ
と
が
あ
る
の
か
つ
て
か

ら
か
つ
て
や
つ
た
ら
、
こ
れ
で
も
貴
樣
よ
り
年
は
一
つ
若
い
ぞ
と
か
何
と
か
言
つ
て
威
張
つ
て
ゐ
た
つ
け

が
ね
』

　
か
う
話
し
て
ゐ
る
二
人
の
聲
は
あ
ま
り
に
高
か
つ
た
。
予
は
ひ
そ
か
に
彼
等
の
た
め
に
、
若
し
や
刑
事

で
も
乘
客
の
中
に
ゐ
は
し
な
い
か
と
危
ん
だ
。
し
か
し
そ
れ
ら
し
い
者
は
見
付
か
ら
な
か
つ
た
。
二
人
の

會
話
は
須
田
町
に
近
づ
く
ま
で
も
同
じ
題
目
の
上
を
行
き
つ
戻
り
つ
し
て
ゐ
た
。
予
は
其
處
で
他
の
車
に

乘
換
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。

　
か
か
る
間
に
、
彼
等
の
檢
擧
以
來
、
政
府
の
所
謂
危
險
思
想
撲
滅
手
段
が
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
向
つ
て
そ

の
黒
い
手
を
延
ば
し
た
。
彼
等
を
知
り
若
し
く
は
文
通
の
あ
つ
た
者
、
平
生
か
ら
熱
心
な
る
社
會
主
義
者

と
思
は
れ
て
ゐ
た
者
の
殆
ど
す
べ
て
は
、
或
ひ
は
召
喚
さ
れ
、
或
ひ
は
家
宅
を
搜
索
さ
れ
、
或
ひ
は
拘
引
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さ
れ
た
。
或
る
學
生
の
如
き
は
、
家
宅
搜
索
を
う
け
た
際
に
、
そ
の
日
記
の
た
だ
一
ヶ
所
不
敬
に
わ
た
る

文
字
が
あ
つ
た
と
い
ふ
だ
け
で
、
數
ヶ
月
の
間
監
獄
の
飯
を
食
は
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
さ
う
し
て
そ
れ

ら
の
す
べ
て
は
晝
夜
角
袖
が
尾
行
し
た
。
社
會
主
義
者
の
著
述
は
、
數
年
前
の
發
行
に
か
か
る
も
の
に
ま

で
遡
つ
て
、
殆
ど
一
時
に
何
十
種
と
な
く
發
賣
を
禁
止
さ
れ
た
。

　
か
く
て
こ
の
事
件
は
從
來
社
會
改
造
の
理
想
を
奉
じ
て
ゐ
た
人
々
に
對
し
て
、
最
も
直
接
な
る
影
響
を

與
へ
た
ら
し
い
。
即
ち
、
或
者
は
良
心
に
責
め
ら
れ
つ
つ
遂
に
強
權
に
屈
し
、
或
者
は
何
時
と
な
く
革
命

的
精
神
を
失
つ
て
他
の
温
和
な
る
手
段
を
考
へ
る
や
う
に
な
り
（
心
懷
語
の
著
者
の
如
く
）
、
或
者
は
全

く
そ
の
理
想
の
前
途
に
絶
望
し
て
人
生
に
對
す
る
興
味
ま
で
も
失
ひ
（
幸
徳
の
崇
拜
者
で
あ
つ
た
一
人
の

青
年
の
長
野
縣
に
於
て
鐵
道
自
殺
を
遂
げ
た
こ
と
は
そ
の
當
時
の
新
聞
に
出
て
ゐ
た
）
、
さ
う
し
て
或
者

は
こ
の
事
件
に
よ
つ
て
層
一
層
強
權
と
舊
思
想
と
に
對
す
る
憎
惡
を
強
め
た
ら
し
い
。
亂
臣
賊
子
の
辯
護

を
す
る
と
い
ふ
意
味
の
脅
迫
状
を
受
取
つ
た
辯
護
士
達
は
、
又
實
に
同
時
に
、
こ
の
最
後
の
部
類
に
屬
す

る
人
々
か
ら
の
、
そ
れ
と
は
全
く
反
對
な
意
味
の
脅
迫
状
及
び
嘆
願
的
の
手
紙
を
受
取
ら
ね
ば
な
ら
な
か

つ
た
の
で
あ
る
。

＊
三
　
國
民
の
多
數
は
勿
論
、
警
察
官
も
、
裁
判
官
も
、
そ
の
他
の
官
吏
も
、
新
聞
記
者
も
、
乃
至
は
こ

の
事
件
の
質
問
演
説
を
試
み
た
議
員
ま
で
も
、
社
會
主
義
と
無
政
府
主
義
と
の
區
別
す
ら
知
ら
ず
、
從
つ
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て
こ
の
事
件
の
性
質
を
理
解
す
る
こ
と
の
出
來
な
か
つ
た
の
は
、
笑
ふ
べ
く
ま
た
悲
し
む
べ
き
こ
と
で
あ

つ
た
。
予
が
某
處
に
於
い
て
ひ
そ
か
に
讀
む
を
得
た
こ
の
事
件
の
豫
審
決
定
書
に
さ
へ
、
こ
の
悲
し
む
べ

き
無
智
は
充
分
に
表
は
さ
れ
て
ゐ
た
。
日
本
の
豫
審
判
事
の
見
方
に
從
へ
ば
、
社
會
主
義
に
は
由
來
硬
軟

の
二
派
あ
つ
て
、
そ
の
硬
派
は
即
ち
暴
力
主
義
、
暗
殺
主
義
な
の
で
あ
る
。

＊
四
　
幸
徳
が
此
處
に
無
政
府
主
義
と
暗
殺
主
義
と
を
混
同
す
る
誤
解
に
對
し
て
極
力
辯
明
し
た
と
い
ふ

こ
と
は
、
極
め
て
意
味
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
蓋
し
か
の
二
十
六
名
の
被
告
中
に
四
名
の
一
致
し
た
テ
ロ
リ

ス
ト
、
及
び
そ
れ
と
は
直
接
の
連
絡
な
し
に
働
か
う
と
し
た
一
名
の
含
ま
れ
て
ゐ
た
こ
と
は
事
實
で
あ
る
。

後
者
は
即
ち
主
と
し
て
皇
太
子
暗
殺
を
企
て
て
ゐ
た
も
の
で
、
此
事
件
の
發
覺
以
前
か
ら
不
敬
事
件
、
秘

密
出
版
事
件
、
爆
發
物
取
締
規
則
違
反
事
件
で
入
獄
し
て
ゐ
た
内
山
愚
童
、
前
者
即
ち
こ
の
事
件
の
眞
の

骨
子
た
る
天
皇
暗
殺
企
畫
者
管
野
す
が
、
宮
下
太
吉
、
新
村
忠
雄
、
古
河
力
作
で
あ
つ
た
。
幸
徳
は
こ
れ

ら
の
企
畫
を
早
く
か
ら
知
つ
て
ゐ
た
け
れ
ど
、
嘗
て
一
度
も
贊
成
の
意
を
表
し
た
こ
と
な
く
、
指
揮
し
た

こ
と
な
く
、
た
だ
放
任
し
て
置
い
た
。
こ
れ
蓋
し
彼
の
地
位
と
し
て
當
然
の
事
で
あ
つ
た
。
さ
う
し
て
幸

徳
及
他
の
被
告
（
有
期
懲
役
に
處
せ
ら
れ
た
る
新
田
融
新
村
善
兵
衞
の
二
人
及
奧
宮
健
之
を
除
く
）
の
罪

案
は
、
た
だ
こ
の
陳
辯
書
の
後
の
章
に
明
白
に
書
い
て
あ
る
通
り
の
一
時
的
東
京
占
領
の
計
畫
を
し
た
と

い
ふ
だ
け
の
事
で
、
し
か
も
そ
れ
が
單
に
話
し
合
つ
た
だ
け
　
　
意
志
の
發
動
だ
け
に
と
ど
ま
つ
て
、
未
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だ
豫
備
行
爲
に
入
つ
て
ゐ
な
い
か
ら
、
嚴
正
の
裁
判
で
は
無
論
無
罪
に
な
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
つ
た

に
拘
ら
ず
、
政
府
及
び
そ
の
命
を
受
け
た
る
裁
判
官
は
、
極
力
以
上
相
聯
絡
な
き
三
箇
の
罪
案
を
打
つ
て

一
丸
と
な
し
、
以
て
國
内
に
於
け
る
無
政
府
主
義
を
一
擧
に
撲
滅
す
る
の
機
會
を
作
ら
ん
と
努
力
し
、
し

か
し
て
遂
に
無
法
に
も
そ
れ
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
予
は
こ
の
事
を
こ
の
事
件
に
關
す
る
一
切
の
智
識

（
一
件
書
類
の
秘
密
閲
讀
及
び
辯
護
人
の
一
人
よ
り
聞
き
た
る
公
判
の
經
過
等
よ
り
得
た
る
）
か
ら
判
斷

し
て
正
確
で
あ
る
と
信
じ
て
ゐ
る
。
さ
れ
ば
幸
徳
は
、
主
義
の
た
め
に
も
、
多
數
青
年
被
告
及
び
自
己
の

た
め
に
も
、
又
歴
史
の
正
確
を
期
す
る
た
め
に
も
、
必
ず
こ
の
辯
明
を
な
さ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ

る
。

　
一
切
の
暴
力
を
否
認
す
る
無
政
府
主
義
者
の
中
に
往
々
に
し
て
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
發
生
す
る
の
は
何
故
で

あ
る
か
と
い
ふ
問
ひ
に
對
し
て
、
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
は
大
要
左
の
如
く
答
へ
て
ゐ
る
さ
う
で
あ
る
。
曰
く
、

「
熱
誠
、
勇
敢
な
る
人
士
は
唯
言
葉
の
み
で
滿
足
せ
ず
、
必
ず
言
語
を
行
爲
に
飜
譯
し
よ
う
と
す
る
。
言

語
と
行
爲
と
の
間
に
は
殆
ど
區
別
が
な
く
な
る
。
さ
れ
ば
暴
政
抑
壓
を
以
て
人
民
に
臨
み
、
毫
も
省
み
る

所
な
き
者
に
對
し
て
は
、
單
に
言
語
を
以
て
そ
の
耳
を
打
つ
の
み
に
滿
足
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。

ま
し
て
そ
の
言
語
の
使
用
ま
で
も
禁
ぜ
ら
れ
る
や
う
な
場
合
に
は
、
行
爲
を
以
て
言
語
に
代
へ
よ
う
と
す

る
人
々
の
出
て
來
る
の
は
、
實
に
止
む
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
」
云
々
。
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猶
予
は
此
處
に
、
虚
無
主
義
と
暗
殺
主
義
と
を
混
同
す
る
の
愚
を
指
摘
し
て
、
虚
無
主
義
の
何
で
あ
る

か
を
我
々
に
教
へ
て
く
れ
た
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
の
叙
述
を
、
彼
の
自
傳
（
‘M

EM
O

IR
S O

F A
 R

EV
O

LU

TIO
N

IST
’
）
の
中
か
ら
引
用
し
て
置
き
た
い
。
そ
れ
は
こ
の
事
件
に
も
、
は
た
又
無
政
府
主
義
そ
の
も

の
に
も
、
別
に
關
係
す
る
と
こ
ろ
の
な
い
事
で
は
あ
る
が
、
か
の
愛
す
べ
き
露
西
亞
の
青
年
の
長
く
且
つ

深
い
革
命
的
ス
ト
ラ
ツ
グ
ル
が
、
そ
の
最
初
如
何
な
る
形
を
と
つ
て
現
は
れ
た
か
を
知
る
こ
と
は
、
今
日

の
我
々
に
極
め
て
興
味
あ
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
文
章
は
即
ち
次
の
如
く
で
あ
る
。
　
　

　　
　A

 form
idable m

ovem
ent w

as developing in the m
eantim

e am
ongst the educated youth of R

uss

　ia. Serfdom
 w

as abolished. B
ut quite a netw

ork of habits and custom
s of dom

estic slavery, of utt

　er disregard of hum
an individuality, of despotism

 on the part of the fathers, and of hypocritical s

　ubm
ission on that of the w

ives, the sons, and the daughters, had developed during the tw
o hundre

　d and fifty years that serfdom
 had existed. Everyw

here in Europe, at the beginning of this centur

　y, there w
as a great deal of dom

estic despotism
　the w

ritings of Thackeray and D
ickens bear am

　ple testim
ony to it

　but now
here else had that tyranny attained such a luxurious developm

ent as 

　in R
ussia. A

ll R
ussian life, in the fam

ily, in the relations betw
een com

m
ander and subordinate, m
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　ilitary chief and soldier, em
ployer and em

ployee, bore the stam
p of it. Q

uite a W
orld of custom

s 
　and m

anners of thinking, of prejudices and m
oral cow

ardice, of habits bred by a lazy existence, h
　ad grow

n up; and even the best m
en of the tim

e paid a large tribute to these products of the serfd

　om
 period.

　
　Law

 could have no grip upon these things. O
nly a vigorous social m

ovem
ent, w

hich w
ould att

　ack the very roots of the evil, could reform
 the habits and custom

s of everyday life; and in R
ussia

　 this m
ovem

ent

　this revolt of the individual

　took a far m
ore pow

erful character, and becam
e f

　ar m
ore sw

eeping in its criticism
s, than anyw

here in W
estern Europe or A

m
erica, 

〝N
ihilism

〞

　 w
as the nam

e that 

〔Turgue'neff
〕 gave it in his epoch-m

aking novel, 

〝Fathers and Sons.

〞

　
　The m

ovem
ent is often m

isunderstood in w
estern Europe, in the press, for exam

ple, N
ihilism

 i

　s confused w
ith terrorism

. The revolutionary disturbance w
hich broke out in R

ussia tow
ard the cl

　ose of the reign of A
lexander II., and ended in the tragical death of the Tsar, is constantly describ

　ed as N
ihilism

. This is, how
ever a m

istake. To confuse N
ihilism

 w
ith terrorism

 is as w
rong as to 

　confuse a philosophical m
ovem

ent like Stoicism
 or Positivism

 w
ith a political m

ovem
ent, such a

　s, for exam
ple, republicanism

. Terrorism
 w

as called into existence by certain special conditions o
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　f the political struggle at a given historical m
om

ent. It has lived, and has died. It m
ay revive and 

　die out again, B
ut N

ihilism
 has im

pressed its stam
p upon the w

hole of the life of the educated cla
　sses of R

ussia, and that stam
p w

ill be retained for m
any years to com

e. It is N
ihilism

, divested of

　 som
e of its rougher aspects

　w
hich w

ere unavoidable in a young m
ovem

ent of that sort

　w
hich

　 gives now
 to the life of a great portion of the educated classes of R

ussia a certain peculiar charac

　ter w
hich w

e R
ussians regret not to find in the life of W

estern Europe. It is N
ihilism

, again, in its

　 various m
anifestations w

hich gives to m
any of our w

riters that rem
arkable sincerity, that habit o

　f 

〝thinking aloud

〞, w
hich astounds w

estern European readers.

　
　First of all, the N

ihilist declared w
ar upon w

hat m
ay be described as the 

〝conventional lies of

　 civilized m
ankind

〞. A
bsolute sincerity w

as his distinctive feature, and in the nam
e of that since

　rity he gave up, and asked others to give up, those superstitions, prejudices habits, and custom
s w

　hich their ow
n reason could not justify. H

e refused to bend before any authority except that of re

　ason, and in the analysis of every social institution or habit he revolted against any sort of m
ore o

　r less m
asked sophism

.

　
　H

e broke, of course, w
ith the superstitions of his fathers, and in his philosophical conceptions 
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　he w
as a positivist, an agnostic, a Spencerian evolutionist, or a scientific m

aterialist; and w
hile h

　e never attacked the sim
ple, sincere religious belief w

hich is a psychological necessity of feeling,
　 he bitterly fought against the hypocrisy that leads people to assum

e the outw
ard m

ask of a religi

　on w
hich they continually throw

 aside as useless ballast.

　
　The life of civilized people is full of little conventional lies. Persons w

ho dislike each other, m

　eeting in the street, m
ake their faces radiant w

ith a happy sm
ile; the N

ihilist rem
ained unm

oved, 

　and Sm
iled only for those w

hom
 he w

as really glad to m
eet. A

ll those form
s of outw

ard politenes

　s w
hich are m

ere hypocrisy w
ere equally repugnant to him

, and he assum
ed a certain external ro

　ughness as a protest against the sm
ooth am

iability of his fathers. H
e saw

 them
 w

ildly talking as i

　dealist sentim
entalists, and at the sam

e tim
e acting as real barbarians tow

ard their w
ives, their chi

　ldren, and their serfs; and he rose in revolt against that sort of sentim
entalism

, w
hich, after all, so

　 nicely accom
m

odated itself to the anything but ideal conditions of R
ussian life. A

rt w
as involve

　d in the sam
e sw

eeping negation. C
ontinual talk about beauty, the ideal, art for art's sake, aestheti

　cs, and the life, so w
illingly indulged in

　w
hile every object of art w

as bought w
ith m

oney exact

　ed from
 starving peasants or from

 underpaid w
orkers, and the so-called 

〝w
orship of the beautif
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　ul

〞 w
as but a m

ask to cover the m
ost com

m
onplace dissoluteness

　inspired him
 w

ith disgust; a
　nd the criticism

s of art w
hich one of the greatest artists of the century, 

〔Tolsto_y

〕, has now
 so 

　pow
erfully form

ulated, the N
ihilist expressed in the sw

eeping assertion, 

〝A
 pair of boots is m

or

　e im
portant than all your M

adonnas and all your refined talk about Shakespeare

〞.

　
　M

arriage w
ithout love and fam

iliarity w
ithout friendship w

ere repudiated. The N
ihilist girl, co

　m
pelled by her parents to be a doll in a doll's house, and to m

arry for property's sake, preferred to

　 abandon her house and her silk dresses; she put on a black w
oollen dress of the plainest descripti

　on, cut off her hair, and w
ent to a high school, in order to w

in there her personal independence. T

　he w
om

an w
ho saw

 that her m
arriage w

as no longer a m
arriage

　that neither love nor friendship 

　connected any m
ore those w

ho w
ere legally considered husband and w

ife

　preferred to break a 

　bond w
hich retained none of its essential features; and she often w

ent w
ith her children to face p

　overty, preferring loneliness and m
isery to a life w

hich, under conventional conditions, w
ould ha

　ve given a perpetual lie to her best self.

　
　The N

ihilist carried his love of sincerity even into the m
inutest details of everyday life. H

e dis

　carded the conventional form
s of society talk, and expressed his opinions in a blunt and terse w

a
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　y, even w
ith a certain affectation of outw

ard roughness.
　
　W

e used in 

〔Irku_tsk

〕 to m
eet once a w

eek in a club, and to have som
e dancing, I w

as for a
　 tim

e a regular visitor at these 

〔soire'es

〕, but gradually, having to w
ork, I abandoned them

. O
n

　e night, as I had not m
ade m

y appearance for several w
eeks in succession, a young friend of m

in

　e w
as asked by one of the ladies w

hy I did not com
e any m

ore to their gatherings. 

〝H
e takes a ri

　de now
 w

hen he w
ants exercise

〞, w
as the rather rough reply of m

y friend, 

〝B
ut he m

ight com

　e to spend a couple of h'ours w
ith us, w

ithout dancing

〞, one of the ladies ventured to say. 

〝W
h

　at w
ould he do here ?

〞 retorted m
y N

ihilist friend, 

〝talk w
ith you about fashions and furbelow

 

　? H
e has had enough of that nonsense

〞. 

〝B
ut he sees occasionally M

iss So-and-So

〞, tim
idly 

　rem
arked one of the young ladies present, 

〝Y
es, but she is a studious girl

〞, bluntly replied m
y 

　friend, 

〝he helps her w
ith her G

erm
an

〞. I m
ust add that this undoubtedly rough rebuke had the

　 effect that m
ost of the 

〔Irku_tsk

〕 girls began next to besiege m
y brother, m

y friend, and m
yse

　lf w
ith questions as to w

hat w
e should advise them

 to read or to study. W
ith the sam

e frankness t

　he N
ihilist spoke to his acquaintances, telling them

 that all their talk about 

〝this poor people

〞

　 w
as sheer hypocrisy so long as they lived upon the underpaid w

ork of these people w
hom

 they c
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　om
m

iserated at their ease as they chatted together in richly decorated room
s: and w

ith the sam
e f

　rankness a N
ihilist w

ould inform
 a high functionary that he (the said functionary) cared not a stra

　w
 for the w

elfare of those w
hom

 he ruled, but w
as sim

ply a thief !

　
　W

ith a certain austerity the N
ihilist w

ould rebuke the w
om

an w
ho indulged in sm

all talk, and 

　prided herself on her 

〝w
om

anly

〞 m
anners and elaborate toilette. H

e w
ould bluntly say to a pre

　tty young person: 
〝H

ow
 is it that you are not asham

ed to talk this nonsense and to w
ear that chi

　gnon of false hair ?
〞 In a w

om
an he w

anted to find a com
rade, a hum

an personality

　not a doll 

　or 

〝m
uslin girl

〞
　and he absolutely refused to join those petty tokens of politeness w

ith w
hich

　 m
en surrounded those w

hom
 they like so m

uch to consider as 

〝the w
eaker sex

〞. W
hen a lady 

　entered a room
 a N

ihilist did not jum
p off his seat to offer it to her

　unless he saw
 that she looke

　d tired and there w
as no other seat in the room

. H
e behaved tow

ards her as he w
ould have behave

　d tow
ards a com

rade of his ow
n sex: but if a lady

　w
ho m

ight have been a total stranger to him

　
　m
anifested to desire to learn som

ething w
hich he knew

 and she knew
 not, he w

ould w
alk ever

　y night to the far end of a great city to help her w
ith his lessons. The young m

an w
ho w

ould not 

　m
ove his hand to serve a lady w

ith a cup of tea, w
ould transfer to the girl w

ho cam
e to study at 
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　M
oscow

 or St. Petersburg the only lesson w
hich he had got and w

hich gave him
 daily bread, sim

　ply saying to her: 

〝It is easier for a m
an to find w

ork than it is for a w
om

an. There is no attem
pt

　 at knighthood in m
y offer, it is sim

ply a m
atter of equality

〞.

　
　Tw

o great R
ussian novelists, 

〔Turgue'neff

〕 and 

〔G
oncharo_ff

〕, have tried to represent th

　is new
 type in their novels, 

〔G
oncharo_ff

〕, in Precipice, taking a real but unrepresentative ind

　ividual of this class, m
ade a caricature of N

ihilism
. 

〔Turgue'neff

〕 w
as too good an artist, and 

　had him
self conceived too m

uch adm
iration for the new

 type, to let him
self be draw

n into caricat

　ure painting; but even his N
ihilist, 

〔B
aza_roff

〕, did not satisfy us. W
e found him

 too harsh, es

　pecially in his relations w
ith his old parents, and, above all, w

e reproached him
 w

ith his seem
ing 

　neglect of his duties as a citizen. R
ussian youth could not be satisfied w

ith the m
erely negative at

　titude of 

〔Turgue'neff's

〕 hero. N
ihilism

, w
ith its affirm

ation of the rights of the individual and 

　its negation of all hypocrisy, w
as but a first step tow

ard a higher type of m
en and w

om
en, w

ho ar

　e equally free, but live for a great cause. In the N
ihilists of 

〔C
hernyshe'vsky

〕, as they are depi

　cted in his far less artistic novel, 

〝W
hat is to be D

one ?
〞 they saw

 better portraits of them
selve

　s.
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〝It is bitter, the bread that has been m

ade by slaves

〞, our poet 

〔N
ekra`soff

〕 w
rote. The y

　oung generation actually refused to eat that bread, and to enjoy the riches that had been accum
ula

　ted in their father's houses by m
eans of servile labour, w

hether the labourers w
ere actual serfs or 

　slaves of the present industrial system
.

　
　A

ll R
ussia read w

ith astonishm
ent, in the indictm

ent w
hich w

as produced at the court against 

　
〔K

arako_zoff
〕 and his friends, that these young m

en, ow
ners of considerable fortunes, used to

　 live three or four in the sam
e room

, never spending m
ore than ten roubles (one pound) apiece a 

　m
onth for all their needs, and giving at the sam

e tim
e their fortunes for co-operative associations 

　co-operative w
orkshops (w

here they them
selves w

orked), and the like. Five years later, thousand

　s and thousands of the R
ussian youth

　the best part of it

　w
ere doing the sam

e. Their w
atchw

or

　d w
as, 

〝V
 

〔naro_d

〕 !

〞 (To the people; be the people.) D
uring the years 1860

　65 in nearly 

　every w
ealthy fam

ily a bitter struggle w
as going on betw

een the fathers, w
ho w

anted to m
aintain

　 the old traditions, and the sons and daughters, w
ho defended their right to dispose of their life ac

　cording to their ow
n ideals. Y

oung m
en left the m

ilitary service, the counter, the shop, and flocke

　d to the university tow
ns. G

irls, bred in the m
ost aristocratic fam

ilies, rushed penniless to St. Pete
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　rsburg, M
oscow

, and K
ieff, eager to learn a profession w

hich w
ould free them

 from
 the dom

estic
　 yoke, and som

e day, perhaps, also from
 the possible yoke of a husband. A

fter hard and bitter str
　uggles, m

any of them
 w

on that personal freedom
. N

ow
 they w

anted to utilize it, not for their ow
n

　 personal enjoym
ent, but for carrying to the people the K

now
ledge that had em

ancipated them
.

　
　In every tow

n of R
ussia, in every quarter of St. Petersburg, sm

all groups w
ere form

ed for self-

　im
provem

ent and self-education; the w
orks of the philosophers, the w

ritings of the econom
ists, t

　he researches of the young R
ussian historical school, w

ere carefully read in these circles, and the 

　reading w
as follow

ed by endless discussions. The aim
 of all that reading and discussion w

as to s

　olve the great question w
hich rose before them

: In w
hat w

ay could they be useful to the m
asses ?

　 G
radually, they cam

e to the idea that the only w
ay w

as to settle am
ongst the people and to live t

　he people's life. Y
oung m

en w
ent into the villages as doctors, doctors' assistants, teachers, village

　scribes, even as agricultural labourers, blacksm
iths, w

oodcutters, and so on, and tried to live ther

　e in close contact w
ith the peasants. G

irls passed teachers' exam
inations, learned m

idw
ifery or nu

　rsing, and w
ent by the hundred into the villages, devoting them

selves entirely to the poorest part 

　of the population.
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　They w

ent w
ithout even having any ideals of social reconstruction or any thought of revolutio

　n; m
erely and sim

ply they w
anted to teach the m

ass of the peasants to read, to instruct them
, to gi

　ve them
 m

edical help, or in any w
ay to aid to raise them

 from
 their darkness and m

isery, and to l

　earn at the sam
e tim

e from
 them

 w
hat w

ere their popular ideals of a better social life.

　
　W

hen I returned from
 Sw

itzerland I found this m
ovem

ent in full sw
ing.

　　　
△
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
の
瑞
西
よ
り
歸
つ
た
の
は
千
八
百
七
十
三
年
か
四
年
で
あ
つ
た
。

　
△
文
中
に
あ
る
カ
ラ
コ
オ
ゾ
フ
と
い
ふ
の
は
、
千
八
百
六
十
六
年
四
月
、
亞
歴
山
二
世
が
サ
ム
マ
ア
・

　
ガ
ア
デ
ン
か
ら
出
て
來
て
馬
車
に
乘
ら
う
と
し
て
る
と
こ
ろ
を
狙
撃
し
、
狙
ひ
が
は
づ
れ
た
た
め
に
目

　
的
を
達
せ
ず
し
て
捕
縛
さ
れ
た
男
。

　
相
互
扶
助
（
ソ
リ
ダ
リ
チ
イ
）
と
い
ふ
言
葉
は
殆
ど
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
の
無
政
府
主
義
の
標
語
に
な
つ
て

ゐ
る
。
彼
は
そ
の
哲
學
を
説
く
に
當
つ
て
常
に
科
學
的
方
法
を
と
つ
た
。
彼
は
先
づ
動
物
界
に
於
け
る
相

互
扶
助
の
感
情
を
研
究
し
、
彼
等
の
間
に
往
々
に
し
て
無
政
府
的
　
　
無
權
力
的
　
　
共
同
生
活
の
極
め

て
具
合
よ
く
行
は
れ
て
ゐ
る
事
實
を
指
摘
し
て
、
更
に
そ
れ
を
人
間
界
に
及
ぼ
し
た
。
彼
の
見
る
處
に
よ
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れ
ば
、
こ
の
尊
い
感
情
を
多
量
に
有
す
る
こ
と
に
於
い
て
も
他
の
動
物
よ
り
優
れ
て
ゐ
る
人
類
が
、
却
つ

て
今
日
の
如
く
そ
れ
に
反
す
る
社
會
生
活
を
營
み
、
さ
う
し
て
そ
の
た
め
に
苦
し
ん
で
ゐ
る
の
は
、
全
く

現
在
の
諸
組
織
、
諸
制
度
の
惡
い
た
め
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
權
力
と
い
ふ
も
の
を
是
認
し
た
結
果
に

外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

　
こ
の
根
柢
を
出
發
點
と
し
た
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
（
幸
徳
等
の
奉
じ
た
る
）
は
、
そ
の
當
然
の
結
果
と
し
て
、

今
日
の
諸
制
度
、
諸
組
織
を
否
認
す
る
と
同
時
に
、
ま
た
今
日
の
社
會
主
義
に
も
反
對
せ
ざ
る
を
得
な
か

つ
た
。
政
治
的
に
は
社
會
全
體
の
權
力
と
い
ふ
も
の
を
承
認
し
、
經
濟
的
に
は
勞
働
の
時
間
、
種
類
、
優

劣
等
に
よ
つ
て
そ
の
社
會
的
分
配
に
或
る
差
等
を
承
認
し
よ
う
と
す
る
集
産
的
社
會
主
義
者
の
思
想
は
、

彼
の
論
理
か
ら
見
れ
ば
、
甲
に
與
へ
た
權
力
を
更
に
乙
に
與
へ
ん
と
す
る
も
の
、
今
日
の
經
濟
的
不
平
等

を
來
し
た
原
因
を
更
に
名
前
を
變
へ
た
だ
け
で
繼
續
す
る
も
の
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
相
互
扶
助
を
基
礎
と

す
る
人
類
生
活
の
理
想
的
境
地
、
即
ち
彼
の
所
謂
無
政
府
共
産
制
の
新
社
會
に
於
い
て
は
、
一
切
の
事
は
、

何
等
權
力
の
干
渉
を
蒙
ら
ざ
る
完
全
な
る
各
個
人
、
各
團
體
の
自
由
合
意
に
よ
つ
て
處
理
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
さ
う
し
て
そ
の
生
産
及
び
社
會
的
利
便
も
亦
何
等
の
人
爲
的
拘
束
を
受
け
ず
に
、
た
だ
各
個
人

の
必
要
に
應
じ
て
分
配
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
彼
は
か
う
い
ふ
新
組
織
、
新
制
度
の
決
し
て
突
飛
な
る

「
新
發
明
」
で
な
く
、
相
互
扶
助
の
精
神
を
有
す
る
人
類
の
生
活
の
當
然
到
達
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
結
論
で
あ
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る
こ
と
、
及
び
そ
れ
が
決
し
て
「
實
行
し
得
ざ
る
空
想
」
で
な
い
こ
と
を
證
明
す
る
た
め
に
、
今
日
の
社

會
に
於
い
て
さ
へ
さ
う
い
ふ
新
社
會
の
萌
芽
が
段
々
發
達
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
擧
げ
て
ゐ
る
。
權
力
を
有

す
る
中
央
機
關
な
く
し
て
而
も
よ
く
統
一
さ
れ
、
完
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
鐵
道
、
郵
便
、
電
信
、
學
術
的
結

社
等
の
萬
國
的
聯
合
は
自
由
合
意
の
例
で
、
墺
地
利
に
於
け
る
鐵
道
賃
銀
の
特
異
な
る
制
度
、
道
路
、
橋

梁
、
公
園
等
の
自
由
使
用
、
圖
書
館
な
ど
に
於
け
る
均
一
見
料
制
等
は
必
要
に
よ
る
公
平
分
配
の
例
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
事
に
關
す
る
彼
の
著
書
に
し
て
更
に
數
年
遲
れ
て
出
版
さ
れ
た
な
ら
ば
、
彼
は
こ
れ
ら
の

例
の
中
に
、
更
に
萬
國
平
和
會
議
、
仲
裁
裁
判
、
或
る
都
市
に
實
行
さ
れ
て
來
た
電
車
賃
銀
の
均
一
等
の

例
を
加
へ
得
た
に
違
ひ
な
い
。
『
今
日
中
央
鐵
道
政
府
と
い
ふ
や
う
な
も
の
が
な
く
し
て
、
猶
且
つ
誰
で

も
一
枚
の
切
符
で
、
安
全
に
、
正
確
に
、
新
橋
か
ら
倫
敦
ま
で
旅
行
し
得
る
事
實
を
見
て
ゐ
な
が
ら
、
人

々
は
何
故
何
時
ま
で
も
そ
の
「
政
府
と
い
ふ
權
力
執
行
機
關
が
な
く
て
は
社
會
を
統
一
し
、
整
理
す
る
こ

と
が
出
來
ぬ
」
と
い
ふ
偏
見
を
捨
て
ぬ
の
で
あ
ら
う
か
。
又
、
本
の
册
數
や
、
種
類
や
、
そ
れ
を
讀
む
時

間
に
よ
つ
て
で
な
く
、
各
人
の
必
要
の
平
等
で
あ
る
こ
と
を
基
礎
と
し
て
定
め
ら
れ
た
今
日
の
圖
書
館
の

均
一
見
料
制
を
是
認
し
、
且
つ
便
利
と
し
て
一
言
の
不
平
も
洩
ら
さ
ぬ
人
々
が
、
如
何
し
て
そ
れ
と
は
全

く
反
對
な
、
例
へ
ば
甲
、
乙
の
二
人
が
あ
つ
て
、
そ
の
胃
嚢
を
充
た
す
に
、
甲
は
四
箇
の
麺
麭
を
要
し
、

乙
は
二
箇
に
て
足
る
と
い
ふ
や
う
な
場
合
に
、
そ
の
胃
を
充
た
さ
ん
と
す
る
必
要
に
何
の
差
等
な
き
に
拘

54A LETTER FROM PRISON



ら
ず
、
甲
は
乙
の
二
倍
の
代
償
を
拂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
事
實
を
同
時
に
是
認
す
る
で
あ
ら
う
か
。
更

に
又
同
じ
理
に
於
い
て
、
電
車
の
均
一
賃
銀
制
を
便
利
と
す
る
人
々
が
、
そ
の
電
車
を
運
轉
す
る
に
要
す

る
人
員
の
勤
務
の
、
そ
の
生
活
を
維
持
す
る
の
必
要
の
た
め
で
あ
る
點
に
於
い
て
、
相
等
し
き
こ
と
、
猶

彼
等
が
僅
か
三
町
の
間
乘
る
場
合
も
、
終
點
か
ら
終
點
ま
で
三
里
の
間
乘
り
つ
づ
け
る
場
合
も
、
そ
の

「
乘
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
ふ
必
要
に
差
等
な
き
に
同
じ
き
に
拘
ら
ず
、
如
何
し
て
そ
れ
ら
の
勤
務
者
の

所
得
に
人
為
的
の
差
等
を
附
し
て
置
く
の
で
あ
ら
う
か
。
』
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
の
論
理
は
か
う
い
つ
た
調
子

で
あ
る
。

　
編
輯
者
の
現
在
無
政
府
主
義
に
關
し
て
有
す
る
知
識
は
頗
る
貧
弱
で
あ
る
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
啄
木
全
集
　
第
十
卷
」
岩
波
書
店

　
　
　1961
（
昭
和36

）
年8

月10

日
新
装
第1

刷
発
行

※
底
本
は
、
物
を
数
え
る
際
や
地
名
な
ど
に
用
い
る
「
ヶ
」
（
区
点
番
号5-86

）
を
、
大
振
り
に
つ
く
っ

て
い
ま
す
。

※
底
本
で
は
副
題
の
「
‘V

 N
A

R
O

D

’ SER
IES

’
」
が
「
‘V

 N
A

R
O

D

’ SER
IFS

’
」
と
誤
植
さ

れ
て
い
ま
す
。

※
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
の
‘M

EM
O

IR
S O

F A
 R

EV
O

LU
TIO

N
IST

’
の
後
に
、
底
本
で
は
、
石
川
啄
木
の

原
稿
に
は
な
い
訳
文
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
大
杉
榮
譯
『
革
命
家
の
思
出
』
か
ら
抄
出
」
し
た
と
あ

る
こ
の
部
分
は
、
入
力
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

※
「
囘
」
と
回
、
「
贊
」
と
「
賛
」
の
混
在
は
底
本
通
り
で
す
。

入
力
：
蒋
龍

校
正
：
阿
部
哲
也

2012

年3

月8

日
作
成
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2012

年8

月5

日
修
正

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ

ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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